
　
国
際
英
語
学
部
の
入
学
試
験
は
、

既
に
発
表
し
て
い
る
文
学
部
英
文

学
科
の
日
程
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し

て
行
う
。
具
体
的
に
は
、
他
の
学

部
と
ほ
ぼ
同
様
に
、
推
薦
入
試
（
一

般
推
薦
は
十
一
月
二
十
三
日
）
、

学
力
入
試
前
期
日
程
（
二
〇
〇
二

年
二
月
二
日
〜
）
、
同
後
期
日
程

（
二
月
二
十
二
日
）
と
し
て
行
い
、

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
入

試
も
実
施
す
る
。 

　
入
学
試
験
の
お
問
い
合
わ

せ
は
、
入
試
セ
ン
タ
ー
（
℡

〇
五
二
―
八
三
五
―
七
一
七

三
）
に
お
願
い
し
ま
す
。 

　
「
中
京
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

を
よ
り
見
や
す
く
、
読
み
や
す
く

す
る
た
め
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
制
作

が
終
わ
り
、
十
一
月
上
旬
に
公
開

す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。 

　
本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
初
公
開

は
一
九
九
六
年
で
、
既
に
五
年
を

経
過
し
た
た
め
、
内
容
の
一
層
の

充
実
を
目
的
に
、
全
面
見
直
し
を

行
っ
た
。
学
長
、
理
事
長
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
、
歴
史
、
建
学
の
精
神
・

理
念
、
キ
ャ
ン
パ
ス
マ
ッ
プ
な
ど

の
「
大
学
案
内
」
を
始
め
、
入
試
、

就
職
、
教
務
な
ど
事
務
局
各
部
門

が
担
当
す
る
職
務
全
般
を
、
「
受

験
生
の
方
へ
」
、
「
在
学
生
の
父

母
の
方
へ
」
、

「
一
般
社

会
人
の
方

へ
」
、
「
企

業
・
採
用

担
当
者
の

方
へ
」
、

「
同
窓
生

の
方
へ
」

な
ど
の
対

象
別
に
掲
載
。
高
校
生
向
け
サ
イ

ト
「
ネ
ッ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
」
も
従

来
通
り
載
せ
て
い
る
。
英
語
版
の

内
容
も
一
新
し
た
。 

　
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
、
ニ
ュ
ー
ス

フ
ラ
ッ
シ
ュ
、
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索

な
ど
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
。
学
生

の
ク
ラ
ブ
活
動
の
紹
介
に
は
、
簡

単
な
操
作
で
レ
イ
ア
ウ
ト
で
き
る

フ
ォ
ー
ム
機
能
も
付
け
て
い
る
。 

　
各
学
部
制
作
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

も
徐
々
に
充
実
し
て
お
り
、
全
学

一
体
と
な
っ
て
本
学
の
情
報
を
発

信
し
て
い
く
。 

　
ア
ド
レ
ス
は
、
上
記
の
通
り
で

こ
れ
ま
で
と
同
じ
。 

　
本
学
は
、
国
際
英
語
学
部
の
ほ

か
に
、
大
学
院
心
理
学
研
究
科
と

情
報
科
学
研
究
科
（
通
信
教
育
課

程
）
を
二
〇
〇
二
年
四
月
に
開
設

す
る
た
め
、
文
部
科
学
省
に
申
請

し
て
い
る
。
十
二
月
に
認
可
の
見

込
み
で
、
本
学
は
二
〇
〇
二
年
度
、

大
学
院
九
研
究
科
・
一
通
信
制
研

究
科
・
十
学
部
体
制
と
な
る
。 

　世界共通語としての英語と、英米圏
の文化の幅広い理解を教育の柱とする、
本学10番目の学部「国際英語学部」の
2001年4月開設が、8月1日認可され、
正式に決まった。グローバル化の進展

で英語の重要度が急速に増している状
況を踏まえ、生きた英語とその文化の
修得・探究を目的に開設、国際社会に
有為な人材の育成に努める。 

（2、3、4面に関連記事） 

　
国
際
英
語
学
部
は
、
現
在
あ
る

文
学
部
英
文
学
科
を
改
組
転
換
し

て
開
設
、
「
国
際
英
語
学
科
」
と

「
英
米
文
化
学
科
」
の
二
学
科
を

設
け
る
。
入
学
定
員
は
両
学
科
と

も
そ
れ
ぞ
れ
八
十
人
。 

　
国
際
英
語
学
科
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
重
視
の
英
語
の
語
学

力
を
つ
け
さ
せ
る
の
が
目
的
。
こ

の
た
め
、
一
年
次
と
二
年
次
以
降

の
二
回
に
わ
た
り
、
海
外
で
の
語

学
研
修
を
必
修
科
目
と
し
て
設
定
。

「
海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
や

「
海
外
就
職
セ
ミ
ナ
ー
」
な
ど
の

科
目
も
設
け
て
海
外
で
の
実
習
を

積
極
的
に
行
う
。 

　
英
米
文
化
学
科
は
、
英
語
の
基

本
四
技
能
（
聞
く
・
話
す
・
読
む
・

書
く
）
の
修
得
に
力
を
入
れ
る
一

方
、
選
択
研
究
領
域
と
し
て
文
化
、

文
学
、
言
語
の
三
つ
を
設
定
。
海

外
の
学
術
交
流
協
定
校
な
ど
で
行

う
短
期
語
学
研
修
（
海
外
セ
ミ
ナ

ー
）
に
も
力
を
入
れ
る
。 

　
本
学
で
は
、
国
際
英
語
学
部
の

開
設
に
備
え
、
本
年
度
、
三
人
の

外
国
人
教
員
と
国
際
英
語
学
を
専

門
と
す
る
日
本
人
教
員
を
採
用
。

開
設
年
度
の
二
〇
〇
二
年
度
に
は

新
た
に
外
国
人
教
員
一
人
を
含
む

二
人
を
採
用
、
学
部
名
に
ふ
さ
わ

し
い
充
実
し
た
教
育
を
行
っ
て
い

く
。
ま
た
、
両
学
科
と
も
専
門
的

科
目
に
セ
メ
ス
タ
ー
制
を
導
入
、

よ
り
効
果
的
な
教
育
を
め
ざ
す
。 

●
国
際
英
語
学
部
認
可
さ
れ
、
10
学
部
に
／ 

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル 

●
●
国
際
英
語
学
部
紹
介
（
「
何
を
教
え
、

　
何
を
学
ぶ
か
」
境
教
授
に
聞
く
、
科
目
な
ど
） 

●
国
際
英
語
学
部
な
ど
施
設
整
備
／
著
書 

●
豊
田
体
育
施
設
一
部
オ
ー
プ
ン
／
著
書 

●
青
木
湖
、
蓼
科
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
／
著
書 

●
梅
村
総
長
、
学
会
で
改
革
を
語
る
／
小
川 

　
学
長
テ
レ
ビ
出
演
／
資
格
対
策
講
座 

●
ひ
と
往
来
／
家
田
教
授
が
Ｃ
Ｄ
制
作 

●
三
年
生
に
進
路
カ
ー
ド
／
就
職
状
況 

●
●
平
成
12
年
度
本
学
決
算 

●
ブ
ラ
ジ
ル
・
カ
バ
リ
夫
妻
に
博
士
学
位 

●
公
開
講
座
詳
報 

●
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
／
文
化
会
活
動 

●
銀
メ
ダ
ル
の
室
伏
選
手
祝
福
／
体
育
会 

●
米
・ク
レ
ム
ソ
ン
大
学
と
提
携
締
結
／
テ
ロ 

　
越
え
て
交
流
強
化
を 

ビジュアル一新 
11月上旬公開へ 

他
の
学
部
と
同
じ 

日
程
で
入
学
試
験 

http://www.chukyo-u.ac.jp

心
理
学
研
究
科 

情
報
科
学
研
究
科（
通
信
教
育
課
程
） 

　
同
時
開
設
め
ざ
し
て
申
請
中 

国際英語学部 
来年4月に発足 

「
中
京
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー 

シ
ョ
ン
重
視
の 

国
際
英
語
学
科 

英
語
の
４
技
能 

修
得
を
進
め
る 

英
米
文
化
学
科 

セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
も 

国際社会へ人材育てる 国際社会へ人材育てる 
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英
語
は
国
際
間
に
お
け
る
言
語

と
し
て
世
界
最
大
の
使
用
人
口
を

有
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
英
語

を
第
二
言
語
、
生
活
言
語
と
し
て

使
用
す
る
人
口
は
そ
の
数
倍
に
も

達
し
て
い
ま
す
。 

　
英
語
は
今
で
も
世
界
共
通
語
と

い
っ
て
い
い
言
語
で
す
が
、
多
方

面
で
進
む
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中
で
、

そ
の
役
割
、
重
要
性
は
ま
す
ま
す

大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち

は
こ
こ
に
、
「
国
際
英
語
」
の
概

念
を
見
い
出
し
、
地
球
的
視
野
に

立
っ
た
新
し
い
語
学
教
育
の
必
要

性
を
認
識
し
て
、
国
際
英
語
学
部

の
開
設
を
決
め
ま
し
た
。 

 
　
英
語
を
生
か
せ
る
職
場
は
、
通

訳
や
翻
訳
、
旅
行
関
係
ば
か
り
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
企
業
の
大
半
で

英
語
を
話
せ
る
人
材
が
不
可
欠
に

な
っ
て
い
ま
す
。
本
学
が
企
業
を

対
象
に
行
っ
た
調
査
で
は
、
約
八

〇
％
が
国
際
英
語
学
部
の
卒
業
生

を
「
積
極
的
に
採
用
し
た
い
」
、

「
考
え
た
い
」
と
答
え
ま
し
た
。 

　
海
外
の
企
業
、
海
外
と
交
渉
を

も
つ
国
内
企
業
や
非
営
利
団
体
な

ど
、
ま
た
国
内
外
で
の
英
語
や
日

本
語
の
指
導
に
当
た
る
教
員
な
ど
、

英
語
に
精
通
し
た
学
生
た
ち
の
活

躍
の
場
は
、
こ
れ
か
ら
も
大
き
く

世
界
に
広
が
っ
て
い
く
こ
と
で
し

ょ
う
。 

  

　
国
際
英
語
学
科
で
は
必
修
科
目

と
し
て
二
つ
の
海
外
研
修
科
目
を

設
け
ま
す
。
一
年
次
に
行
う
ア
セ

ア
ン
八
カ
国
創
設
の
英
語
教
育
研

究
所
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）
で
の
三

週
間
の
研
修
と
、
二
年
次
以
降
に

行
う
本
学
提
携
の
米
国
や
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
大
学
で
の
研
修
で
す
。

ま
た
、
一
年
次
か
ら
「
海
外
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
、
二
年
次
か
ら

は
「
海
外
就
職
セ
ミ
ナ
ー
」
な
ど

を
設
け
て
、
海
外
で
の
実
習
を
積

極
的
に
行
い
ま
す
。 

　
専
門
研
究
領
域
の
学
習
に
、
ア

メ
リ
カ
な
ど
海
外
の
大
学
の
授
業

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
テ
レ
ビ
会

議
な
ど
を
通
じ
オ
ン
ラ
イ
ン
で
受

講
で
き
る
の
も
、
こ
の
学
科
の
大

き
な
特
徴
で
す
。
指
導
面
で
は
、

専
任
教
員
が
一
学
年
十
六
人
の
ク

ラ
ス
を
担
任
す
る
「
ピ
ア
・
サ
ポ

ー
ト
・
シ
ス
テ
ム
」
を
導
入
し
て
、

学
習
と
と
も
に
心
理
的
ケ
ア
に
も

力
を
入
れ
ま
す
。 

　
一
方
、
英
米
文
化
学
科
は
、
英

語
の
基
本
四
技
能
（
聞
く
・
話
す
・

読
む
・
書
く
）
の
修
得
を
基
礎
に
、

文
化
、
文
学
、
言
語
の
三
領
域
の

研
究
領
域
を
選
択
し
て
学
び
ま
す
。

必
修
科
目
を
四
技
能
習
得
科
目
と

専
門
の
演
習
科
目
に
限
定
す
る
の

も
こ
の
学
科
の
特
徴
で
す
。
ま
た
、

国
際
性
を
高
め
る
た
め
、
大
学
主

催
の
「
海
外
セ
ミ
ナ
ー
」
へ
の
参

加
を
勧
め
ま
す
。 

　
両
学
科
と
も
、
専
門
的
科
目
の

全
て
に
半
期
２
単
位
、
或
い
は
１

単
位
と
す
る
セ
メ
ス
タ
ー
制
を
導

入
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
短
い
期
間
に

集
中
的
に
教
育
し
ま
す
。 

   

　
世
界
共
通
語
と
し
て
の
英
語
を

研
究
す
る
「
国
際
英
語
学
会
」
は
、

会
の
名
称
に
、W

orld Englishes

とEnglish

の
複
数
形
を
使
っ
て
い

ま
す
。
地
球
上
に
数
多
く
存
在
す

る
英
語
形
態
を
そ
の
ま
ま
認
め
合

お
う
と
い
う
も
の
で
す
。 

　
国
際
英
語
学
部
の
教
育
も
こ
の

考
え
を
基
礎
に
し
て
い
ま
す
。
音

声
的
に
も
、
構
造
的
に
も
、
英
米

語
の
枠
か
ら
少
々
外
れ
て
も
い
い

で
は
な
い
か
。
日
本
人
独
自
の
英

語
で
自
分
の
意
見
を
発
表
し
よ
う
。

よ
り
完
璧
な
英
語
を
話
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
呪
縛
か
ら
学

生
た
ち
を
解
放
し
て
あ
げ
よ
う
。

発
表
す
る
喜
び
を
中
心
に
発
信
型

の
学
習
を
よ
り
重
視
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。
十
分
に
発
表
す
る

力
を
つ
け
た
上
で
、
次
の
矯
正
の

段
階
に
進
め
ば
い
い
の
で
は
な
い

か
―
―
発
想
の
転
換
、
指
導
順
序

の
転
換
と
そ
の
徹
底
が
、
学
習
効

果
を
大
き
く
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
、

私
た
ち
は
固
く
信
じ
て
い
ま
す
。 

   

　
「
国
際
英
語
学
科
」
は
、
国
際

英
語
の
修
得
と
運
用
能
力
の
育
成

を
大
き
な
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

学
生
は
培
っ
た
英
語
力
を
も
と
に
、

三
つ
の
専
門
研
究
領
域
で
あ
る
「
国

際
地
域
研
究
」
、
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
研
究
」
、
「
言
語
教
育

研
究
」
の
中
か
ら
一
つ
を
選
び
、

専
門
研
究
に
進
み
ま
す
。 

　
「
英
米
文
化
学
科
」
は
、
英
米

圏
の
文
化
研
究
を
深
く
掘
り
下
げ

ま
す
。
英
米
の
文
学
、
視
覚
芸
術
、

大
衆
文
化
か
ら
言
語
・
文
化
理
論

に
い
た
る
ま
で
英
米
文
化
の
多
様

性
を
研
究
し
ま
す
。 

　
両
学
科
と
も
に
、
学
生
た
ち
は

独
自
の
領
域
の
研
究
を
推
し
進
め
、

そ
の
成
果
を
卒
業
論
文
と
し
て
発

表
し
ま
す
。 

英米文化学科 
●情報コミュニケーションと英語Ⅰ 
　マルチ・メディア教室を使用し、CALL（Computer 
Assisted Language Learning）への導入編として、
基礎的なコンピューター・リテラシーの獲得お
よび英語力の育成が目的。ワープロ、表計算
および電子メールなどの基本ソフトの使用法
についての解説および実践を通して、パソコ
ンについて学ぶ。ショートエッセイ、ビジネ
スレター、Eメール等の文書の作成・編集と
インターネットによる教官と学生との双方向
通信、添削指導を行う。本講義は「情報コミ
ュニケーションと英語Ⅱ」に接続する。 
●イギリス文化 
　イギリスに現在現れている文化現象に、政治・
経済・歴史の反映をときほぐしていく。たと
えば、ヒット映画やヒット曲の背景やガーデ
ニング文化の歴史などを多角的に解説するこ

とでイギリス文化への理解を深める。スコッ
トランド・ウェールズなどの地方性、移民問
題や北アイルランド問題などのイギリス文化
の多様性には、特に力をいれて紹介。 
●アメリカ文化 
　アメリカの文化と歴史について基本的な知
識の獲得とともに、文化研究一般についての
基礎的な理解を促す。近年の文化および歴史
研究において試みられている多元文化主義的・
修正主義的立場から、今日に到るまでのアメ
リカが内包してきた社会的問題に関しても、
特にアメリカ社会における様々なマイノリティ・
グループの実態とその歴史的・社会的推移に
焦点をあてて紹介する。 
●カレント・トピックスⅠ 
　ネイティヴ・スピーカーの教員による授業。
世界で配信されるニュースのうち英語による
量は膨大である。英字新聞をはじめCNN や

BBC のテレビ・ニュース、世界的に定評のあ
る雑誌の記事を題材に、ジャーナリズムの英
語に慣れるようにする。 
●カレント・トピックスⅡ 
　ネイティヴ・スピーカーの教員による授業。
カレント・トピックスⅠをふまえて、英文記
事を速読、要約する技術を身につけたい。そ
の上で、今日的な問題について自分の意見を
発表できるようにしたい。英語によって、あ
らゆる国の人々とコミュニケーションの回路
を開くことが目標である。 
●現代英語圏事情 
　日本とは「時差のない国」オーストラリアは、
貿易・留学・観光など結びつきを強めている。
歴史をさかのぼり、オーストラリア理解を多
角的に進める。特に、マイトシップ、白豪主義、
アボリジナルなどについて力点を置く。また、
オーストラリア英語の特色についても触れる。 

世
界
共
通
語
と
し
て 

　
国
際
英
語
の
役
割
大 

完
璧
で
な
く
て
い
い 

　
日
本
人
独
自
の
英
語 

積
極
的
に
海
外
実
習 

　
国
際
感
覚
を
高
め
る 

国
際
英
語
力
の
修
得 

　
英
米
圏
の
文
化
研
究 

地球的視野に立ち 
　新しい語学教育を 

境 賛三・国際英語学部長（  　）に 
聞きました 

予定者 

国 際 英 語 学 部 では 
Interview

な
ぜ
開
設
す
る
か 

ど
う
教
え
る
か 

何
を
教
え
る
か 

従
来
の
英
語
教
育
と 

ど
う
違
う
か 

英
語
力
を
生
か
し
て 

　
活
躍
の
場
が
広
が
る 

卒
業
後
の
進
路
は 



　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
小
国
で
、
天

然
資
源
に
恵
ま
れ
て
い
な
い
の
に
、

国
際
社
会
が
驚
く
経
済
発
展
を
成

し
遂
げ
た
背
景
に
は
、
英
語
を
教

育
の
基
幹
言
語
と
し
て
多
様
な
母

国
語
と
と
も
に
早
期
か
ら
徹
底
的

に
教
育
す
る
、
独
自
な
二
言
語
政

策
・
教
育
制
度
を
採
っ
て
き
た
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。 

　
国
の
発
展
に
は
、
世
界
共
通
語

で
あ
る
英
語
が
で
き
、
国
際
社
会

で
活
躍
で
き
る
人
材
が
不
可
欠
で

す
。
ア
セ
ア
ン
英
語
教
育
研
究
所

で
は
い
ま
、
近
隣
の
ア
ジ
ア
諸
国

を
は
じ
め
多
く
の
国
か
ら
多
数
の

研
修
生
を
受
け
入
れ
、
独
自
の
英

語
集
中
訓
練
コ
ー
ス
で
特
別
教
育

を
し
て
い
ま
す
。
研
修
生
は
早
期

に
高
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
を
身
に
つ
け
、
そ
れ
ぞ
れ
母
国

の
発
展
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。 

　
中
京
大
学
に
新
た
に
開
設
さ
れ

る
国
際
英
語
学
科
に
入
学
す
る
一

年
生
を
全
員
、
語
学
研
修
生
と
し

て
わ
が
研
究
所
に
受
け
入
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
若
い
、
能
力

の
高
い
学
生
を
迎
え
る
こ
と
は
、

大
き
な
喜
び
で
あ
り
、
同
時
に
大

き
な
責
任
を
感
じ
て
い
ま
す
。 

　
ア
セ
ア
ン
英
語
教
育
研
究
所
が

長
年
、
英
語
圏
外
の
人
た
ち
の
英

語
教
育
に
果
た
し
て
き
た
実
績
を

思
う
と
き
、
必
ず
や
中
京
大
学
学

生
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
と
信
じ

て
い
ま
す
。 

　
そ
し
て
、
こ
こ
で
学
ん
だ
学
生

た
ち
は
、
ア
ジ
ア
諸
国
の
研
修
生

と
と
も
に
、
日
本
の
、
ア
ジ
ア
の

発
展
に
貢
献
し
て
く
れ
る
で
し
ょ

う
。 

　
中
京
大
学
国
際
英
語
学
部
の
開

設
を
心
か
ら
喜
ん
で
い
ま
す
。 

　 
　 
 
国際英語学科 
●国際英語学概論Ⅰ 
　英語が国際化した歴史とその要因、および
その現状について概観し、そこで起こってい
る諸問題について、最も新しいデータに基づ
いて分析検討し、英語の現在の国際的位置に
ついて明確な見識をもたせる。「英語の国際化
の軌跡」「アジアと英語（ESL の国内語として
の英語）」「EUと英語」「英語の脱英米化」「日
本英語変種は生まれるか」などを講ずる。 
●アジア地域研究Ⅰ 
　日本はアジアの国々との共生が、今後も必
須であるが、各地域の歴史的、地勢的状況も
多様であり、アジア地域を画一的に論ずるこ
とは不可能。中国、韓国、インド、シンガポ
ール、マレーシア、フィリピン、インドネシア、
タイ等、アジア諸国の地理、歴史を日本との
関係を視野に入れて概観する。 
●オセアニア地域研究Ⅰ 
　オーストラリア、ニュージーランドを中心に、 

 
 
 
オセアニア地域諸国を歴史的経過と社会的現
況の双方から検証する。中京大学とマコーリ
ー大学（シドニー）双方教授陣による、「オセ
アニア圏の文化と社会」の講義をインターネ
ットなどを通じて相互交換。テレビ会議方式
によるリアルタイムでの授業交換も実施する。
ネット掲示板やチャットルームなども通して、
両大学学生同士の生の学術交流を行い、オセ
アニア圏について理解を深める。 
●国際ビジネス論Ⅰ 
　日本企業の海外進出を検証し、その問題点
と長所を認識する。また国際経営の視点から、
企業活動、国際金融、日本的生産システム、
日本人派遣駐在員、異文化管理、労務管理、
技術移転、国際分業、戦略的提携、国際合弁
などのテーマについて講義を進める。将来、
海外でのビジネスに飛躍する学生を対象に一
つの研究テーマを選び、独自の研究を進め、
学期末にその成果を発表させる。 
●マスメディアと英語Ⅱ 

　国家や巨大資本によるマスコミ占拠の時代
から、個人や市民による情報伝達がコンピュ
ータの普及ともに発達し、市民レベルの国際
情報伝達の時代にもなっている。このような
中で世界共通語である英語がどんな場面で生
かされるかを、実例に基づいて検討。NGOや
NPOなどで、国際的広報活動を積極的に行っ
ている例などについても学習する。 
●ビジネス英語演習Ⅰ 
　ワーキング・ランゲージとしてのビジネス
英語とオフィス業務を習得する。ビジネスと
いう場合は、民間企業のみならず自治体や公
共組織、市民団体をも含む。とりわけ、プレ
ゼンテーション・テクニックを磨き、海外イ
ンターンシップや卒業後の職場でのニーズに
応えるものとする。実地見学として、名古屋
地域の外資系企業を訪問する予定。 

（２面７段目へ続く） 

 

国際英語学科 
境　　賛三　教授 
　米国アメリカン大学大学院教育学研究科教
育学専攻修士課程修了。研究テーマは、大学
英語教育、視聴覚教育、日米コミュニケーシ
ョン行動比較など。主な著書に「英語音声学
の研究」、Latin and Greek Elements in the 
English Language,「『Scrooge』における善と
悪:アメリカ社会の倫理観と宗教観」など。 
福吉　瑛子　教授 
　名古屋大学大学院文学研究科英文学専攻修
士課程修了。研究テーマはイギリスの海外進
出とブロードサイドバラッド。主な著書、論
文に「英米文学―名作への散歩道 イギリス扁
①」（共著）、「オーストラリア流刑のうた」など。 
吉川　　寛　教授 
　南山大学大学院文学研究科文化人類学専攻
修士課程修了、米国イリノイ大学大学院言語
学科言語学専攻修士課程修了。日本「アジア
英語」学会理事、大学英語教育学会理事。主
な著書に「異文化理解とコミュニケーション１」
(共著）など。 
リチャード・G・モリソン　助教授 
　米国マサチューセッツ大学アムハースト校
大学院教育学研究科修士課程修了。国際開発
協力機構専任英語講師、中京大学英文学科招
聘講師など歴任。外国人講師群によって指導
される「オーラル・コミュニケーション演習」
の統括責任者。 
ジェイムズ・F・ダンジェロ　助教授 
　米国マサチューセッツ大学ボストン校大学
院英語教育学研究科修士課程修了、米国ボス
トン大学大学院経営学研究科修士課程修了。
中京大学英文学科招聘講師、名古屋市立大学
人文社会学部国際文化学科講師など歴任。海
外の大学とのオンライン交換授業の統括責任者。 
奥村　みさ　助教授 
　上智大学大学院外国語学研究科国際関係論
専攻博士課程。博士（上智大学、国際関係論）。
2000年度国立民族学博物館共同研究「メディ
アにみるイスラーム女性の実像と虚像」に参画。
主な著書に「現代世界と宗教」（共著）、「東南
アジアのキリスト教」（共著）など。 
ゲーリー・フレンチ　助教授 
　米国ボウリング・グリーン大学大学院英語
教育学研究科修士課程修了。メキシコ科学技
術大学講師、セント・メリー大学講師、愛知
学院大学教養部講師など歴任。外国人講師群
によって指導される「コミュニカティヴ・ラ
イティング」の統括責任者。 

英米文化学科 
渡辺　忠夫　教授 
　学習院大学大学院人文科学研究科イギリス
文学専攻博士課程。研究分野・テーマはスコ
ットランド英文学、イングランド英文学、ア
イルランド文学。主な著書・論文に「マード
ックと幻夢の破砕」、「マードックと偶然の世界」、
「ラフカディオ・ハーンとモダニズム」。 
細川　　眞　教授 
　広島大学大学院文学研究科英語学英文学専
攻博士課程。研究分野はイギリス文学(シェ
イクスピア)で、主な著書・論文に『シェイ
クスピアのディスガイズの系譜』、「ハムレッ
トの佯狂と二つのミメーシス」など。 
岩田　託子　教授 
　津田塾大学大学院文学研究科英文学専攻博
士課程。研究テーマはモダニズム、パンチ&
ジュディ、グレトナ・グリーン。主な著書・
論文に『英国文化の世紀４　民衆の文化誌』、
「グレトナ・グリーン　英国随一の結婚式場」
など。 
得　　良匡　助教授 
　立教大学大学院文学研究科英米文学専攻博
士課程。研究分野・テーマはアメリカ文学（詩、
小説、ドラマ）。主な著書に「美の世界―英
米の詩と小説と劇―」など。 
足立　公也　助教授 
　東京都立大学大学院人文科学研究科英文学
専攻博士課程。研究分野は英語統語論で、主
な著書に「言語学への招待」（共著）、「一歩進
んだ英文法」（共著）など。 
クリストファ・J・アームストロング　助教授 
　カナダ・モントリオール大学大学院修了。
モントリオール大学で「カナダの文学と地域
主義」の研究で博士学位修得。モントリオー
ル大学講師、コンコーディア大学英語学科講師、
名古屋商科大学専任講師など歴任。 
森　　有礼　講師 
　名古屋大学大学院文学研究科英文学専攻博
士課程。日本アメリカ文学会、日本ウィリアム・
フォークナー協会などに所属。主な論文に「大
衆の粛清：Sanctuaryにおける知識階級と社会
決定論」など。 

国際英語学部に 
期待します 

国
際
社
会
で
英
語
は
不
可
欠 

ア
ジ
ア
の
発
展
に
貢
献
す
る 

人
づ
く
り
を
共
に
進
め
よ
う 

アセアン英語教育研究所長 
（シンガポール） 

フー・チー・ヤンさん 

国際英語学部を担う教員たち 

主な開講科目 



 

        

　
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
科
学

テ
キ
ス
ト
ブ
ッ
ク
シ
リ
ー
ズ
と
題

さ
れ
た
そ
の
第
一
巻
。
こ
の
分
野

で
は
著
名
な
編
集
者
が
、
自
ら
興

し
た
出
版
社
の
最
初
の
書
で
も
あ

る
。 

　
本
文
は
九
七
㌻
で
、
比
較
的
「
薄

い
」
本
だ
が
、
こ
の
薄
さ
が
逆
に

良
い
。
運
動
生
理
学
の
本
は
、
「
三

㌻
読
む
う
ち
に
眠
く
な
る
」
と
い

わ
れ
る
が
、
大
事
な
分
野
を
面
白

く
、
要
点
を
分
か
り
や
す
く
解
説

す
る
本
は
ま
れ
で
、
と
く
に
運
動

生
理
学
に
不
可
欠
の
体
力
論
や
機

能
解
剖
学
に
つ
い
て
、
入
門
者
向

け
に
解
説
し
た
好
書
は
少
な
い
。 

　
そ
の
意
味
で
、
本
書
は
コ
ン
パ

ク
ト
に
基
礎
が
ま
と
め
ら
れ
て
い

て
好
感
が
も
て
る
。
少
し
ず
つ
で

も
、
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
読
む

た
め
、
そ
ば
に
置
い
て
お
き
た
い

本
で
あ
る
。 

　
著
者
は
体
育
学
部
教
授
。
市
村

出
版
刊
。
一
〇
四
㌻
。
本
体
価
格 

二
、
二
〇
〇
円
。 

      

　
日
本
経
済
の
将
来
を
考
え
る
と

大
改
革
が
必
要
で
あ
る
、
と
主
張

す
る
警
告
、
啓
蒙
の
書
で
あ
る
。 

  

従
来
の
ま
ま
で
推
移
す
れ
ば
、

永
遠
の
衰
退
が
待
っ
て
い
る
。
長

年
に
わ
た
っ
て
積
み
上
げ
て
き
た

国
の
借
金
の
重
み
に
耐
え
ら
れ
な

く
な
り
、
国
民
生
活
は
急
激
な
下

落
を
続
け
る
こ
と
に
な
ろ
う
。 

  

と
こ
ろ
が
大
改
革
を
実
施
す
る

と
、
目
先
的
に
景
気
は
大
幅
に
落

ち
込
み
、
日
本
経
済
は
惨
澹
た
る

状
況
に
な
る
。 

  

し
か
し
、
過
去
の
半
世
紀
、
日

本
経
済
を
奇
跡
的
に
発
展
さ
せ
て

き
た
日
本
国
民
で
あ
る
。
我
々
が

本
気
で
挑
戦
す
れ
ば
、
で
き
な
い

改
革
で
は
な
い
と
、
著
者
は
勇
気

を
鼓
舞
し
て
く
れ
る
。 

  

小
泉
内
閣
の
め
ざ
す
方
向
と
同

じ
で
あ
り
、
時
代
の
最
先
端
を
示

す
図
書
と
し
て
、
評
判
で
あ
る
。   

　
著
者
は
経
済
学
部
教
授
で
、
大

学
院
経
済
学
研
究
科
長
。
東
洋
経

済
新
報
社
刊
。
二
三
五
㌻
。
本
体

価
格
一
、
五
〇
〇
円
。 

（
５
面
７
段
目
へ
続
く
） 

　
豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
15
号
館
一
階

で
は
、
情
報
科
学
研
究
科
に
併
設

す
る
通
信
課
程
を
受
講
す
る
大
学

院
生
に
配
信
す
る
教
材
づ
く
り
の

た
め
の
ス
タ
ジ
オ
が
つ
く
ら
れ
て

い
る
。 

　
広
さ
二
十
五
平
方
㍍
、
防
音
機

能
を
も
ち
、
講
義
を
リ
モ
ー
ト
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
で
録
音
、
録
画
で
き

る
設
備
が
設
置
さ
れ
る
。
本
体
工

事
が
終
わ
っ
た
あ
と
、
来
年
三
月

ま
で
に
機
器
が
据
え
付
け
ら
れ
る
。

こ
の
ほ
か
、
ス
ク
ー
リ
ン
グ
教
室

な
ど
二
室
で
き
る
。 

　
一
方
、
開
設
申
請
中
の
大
学
院

研
究
科
の
施
設
整
備
も
進
ん
で
い

る
。 

　
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
に
開
設
予

定
の
心
理
学
研
究
科
は
、
文
学
研

究
科
心
理
学
専
攻
を
組
織
替
え
し

て
開
設
。
実
験
・
応
用
心
理
学
専

攻
、
臨
床
・
発
達
心
理
学
専
攻
の

二
専
攻
で
構
成
。
入
学
定
員
は
修

士
課
程
三
十
人
で
、
現
在
に
比
べ

倍
増
す
る
。 

　
こ
の
た
め
施
設
整
備
は
３
号
館

の
院
生
室
、
講
義
室
、
演
習
室
を

定
員
増
加
に
伴
っ
て
増
設
す
る
工

事
が
中
心
で
、
来
年
三
月
ま
で
に

完
工
す
る
。 

　
来
春
の
開
設
が
認
可
さ
れ
た
国
際
英
語
学
部
と
開
設
申
請
中
の
大
学
院
心
理
学
研
究
科
、
情
報
科
学
研
究

科
に
併
設
す
る
通
信
教
育
課
程
（
認
知
科
学
専
攻
修
士
課
程
）
の
施
設
整
備
が
着
々
整
っ
て
い
る
。
一
部
は

す
で
に
完
成
し
て
、
高
校
教
師
や
高
校
生
に
も
公
開
、
新
し
い
教
育
環
境
を
見
て
も
ら
っ
た
。 

　
本
学
は
、
二
〇
〇
二
年
度
に
開

設
す
る
国
際
英
語
学
部
に
つ
い
て

高
校
生
、
企
業
を
対
象
に
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
し
た
。
こ
の
結
果
、

高
校
生
、
企
業
と

も
国
際
英
語
学
部

の
開
設
に
大
き
な

関
心
を
寄
せ
、
こ

れ
か
ら
の
時
代
を

担
う
人
材
育
成
に

大
き
な
役
割
を
果
た
す
と
み
て
い

る
こ
と
が
分
か
っ
た
。 

　
調
査
は
二
月
一
日
か
ら
四
月
二

日
ま
で
東
海
地
方
の
高
等
学
校
、

企
業
を
対
象
に
行
い
、
有
効
回
答

数
は
、
高
校
生
二
、
四
五
六
人
、

企
業
三
五
四
社
。 

　
高
校
生
で
は
、
国
際
英
語
学
部

に
つ
い
て
「
非
常
に
重
要
だ
と
思

う
」
一
五
・
九
％
、
「
あ
る
程
度

重
要
だ
と
思
う
」
六
六
・
〇
％
で
、

重
要
性
の
認
識
で
は
八
割
を
超
え

た
。
受
験
す
る
か
ど
う
か
で
は
、

「
ぜ
ひ
受
験
し
た
い
」
四
・
六
％
、

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
受
験
し
た

い
」
二
三
・
二
％
で
、
人
数
に
し

て
両
方
で
六
八
三
人
を
数
え
た
。 

　
企
業
に
対
し
て
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
視
す
る
国
際
英

語
学
科
と
英
米
の
文
化
を
学
ぶ
英

米
文
化
学
科
に
分
け
て
尋
ね
た
が

関
心
度
、
採
用
意
向
度
と
も
国
際

英
語
学
科
が
高
か
っ
た
。 

　
た
と
え
ば
、
国
際
英
語
学
科
の

「
非
常
に
関
心
が
持
て
た
」
一
六
・

一
％
に
対
し
、
英
米
文
化
学
科
は

一
一
・
〇
％
、
国
際
英
語
学
科
の

「
積
極
的
に
採
用
し
た
い
」
一
三
・

三
％
に
対
し
、
英
米
文
化
学
科
九
・

三
％
だ
っ
た
。 

　
企
業
は
国
際
英
語
学
部
に
高
い

関
心
を
寄
せ
な
が
ら
も
、
全
体
的

に
、
話
す
、
聞
く
能
力
を
重
視
し

て
い
る
傾
向
が
う
か
が
え
た
。 

　
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
に
開
設
さ

れ
る
国
際
英
語
学
部
の
専
用
フ
ロ

ア
は
４
号
館
四
階
に
で
き
る
。
こ

こ
で
は
会
話
は
原
則
的
に
英
語
。

英
語
を
使
う
環
境
に
慣
れ
て
も
ら

う
の
が
ね
ら
い
だ
。 

　
四
階
を
上
が
っ
た
右
側
の
一
角

は
、
海
外
交
換
講
座
専
用
コ
ー
ナ

ー
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
ペ

ー
ス
、
教
材
作
成
コ
ー
ナ
ー
、
学

習
指
導
室
。 

　
海
外
交
換
講
座
専
用
コ
ー
ナ
ー

に
は
80
イ
ン
チ

ス
ク
リ
ー
ン
、

海
外
通
信
、
同

時
通
訳
設
備
な

ど
が
設
置
さ
れ
、
こ
の
や
り
と
り

は
同
階
に
あ
る
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

演
習
室
１
、
３
に
配
信
で
き
る
。 

　
学
習
指
導
室
に
は
外
国
人
教
員

が
常
駐
し
て
、
い
つ
で
も
質
問
、

相
談
に
応
じ
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ス
ペ
ー
ス
は
ラ
ウ
ン
ジ
を

兼
ね
て
お
り
、
世
界
時
計
も
備
え

ら
れ
、
ど
の
時
間
に
ど
こ
と
学
習

で
き
る
か
一
目
で
わ
か
る
。 

　
左
側
に
は
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
演

習
室
。
演
習
室
１
に
は
パ
ソ
コ
ン

五
十
四
台
、
演
習
室
３
に
は
五
十

二
台
が
設
置
さ
れ
、
海
外
交
換
講

座
専
用
コ
ー
ナ
ー
か
ら
配
信
さ
れ

る
米
国
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
大
学

ボ
ス
ト
ン
校
と
共
同
の
ネ
ッ
ト
上

の
授
業
が
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出

さ
れ
る
。 

　
演
習
室
２
は
、
十
六
人
程
度
の

小
人
数
教
育
に
利
用
さ
れ
、
外
国

人
教
師
が
い
ろ
い
ろ
な
課
題
を
通

し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

を
高
め
る
。
演
習
室
各
室
に
は
無

線
通
信
機
能
が
つ
い
た
ヘ
ッ
ド
ホ

ン
を
使
っ
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
シ
ス
テ

ム
が
導
入
さ
れ
る
。 

　
演
習
室
３
は
完
成
し
て
高
校
教

員
や
高
校
生
ら
に
開
放
さ
れ
た
が

「
新
し
い
語
学
教
育
に
ふ
さ
わ
し

い
設
備
。
充
実
し
た
教
育
環
境
だ
」

と
、
評
価
す
る
声
が
高
か
っ
た
。 

新
し
い
語
学
教
育
め
ざ
し 

４
号
館
４
階
に
専
用
フ
ロ
ア 

節
約
国
家
の
す
す
め 

―
耐
乏
の
後
に 

　
　
　
繁
栄
あ
り
― 
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と
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公開された国際英語学部マルチメディア学習室を 
実地体験する高校教師 

通
信
教
育
に
対
応 

ス
タ
ジ
オ
建
設
中 

キ
ャ
ン
パ
ス
を
清
潔
で
快
適
に
!!
 



 

      
   

　
十
九
世
紀
後
半
か
ら
二
十
世
紀

初
頭
に
か
け
て
の
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク

帝
国
は
、
ド
イ
ツ
人
、
マ
ジ
ャ
ー

ル
人
、
チ
ェ
コ
人
を
は
じ
め
、
十

を
超
え
る
民
族
を
か
か
え
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
諸
王
朝
の
中
で
最
も
困
難

な
民
族
問
題
に
直
面
し
て
い
た
と

い
わ
れ
る
。 

　
こ
れ
ら
諸
民
族
の
民
族
闘
争
の

激
し
さ
は
、
時
に
国
家
活
動
を
麻

痺
さ
せ
る
ほ
ど
の
も
の
で
あ
っ
た

し
、
当
時
よ
う
や
く
成
長
し
つ
つ

あ
っ
た
社
会
主
義
運
動
や
労
働
運

動
を
民
族
別
に
分
裂
さ
せ
る
危
険

も
は
ら
ん
で
い
た
。 

　
本
書
は
、
こ
の
よ
う
な
難
局
に

直
面
し
て
弱
冠
二
十
五
―
六
歳
の

オ
ッ
ト
ー
・
バ
ウ
ア
ー
が
民
族
問

題
の
具
体
的
解
決
策
を
提
案
す
る

た
め
に
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。

百
年
近
く
昔
に
出
版
さ
れ
た
（
初

版
は
一
九
〇
七
年
）
が
、
最
近
の

民
族
紛
争
の
激
化
に
伴
い
、
世
界

中
で
注
目
さ
れ
、
ス
ペ
イ
ン
語
、

フ
ラ
ン
ス
語
、
イ
タ
リ
ア
語
、
英

語
な
ど
に
相
次
い
で
翻
訳
さ
れ
て

い
る
。
日
本
語
に
訳
さ
れ
た
の
は

今
回
が
初
め
て
で
あ
る
。 

　
訳
者
代
表
の
丸
山
氏
は
法
学
部

教
授
。
五
四
四
㌻
。
御
茶
の
水
書

房
刊
。
本
体
価
格
九
、
〇
〇
〇
円
。 

     

　
輿
水
大
和
情
報
科
学
部
教
授
が

編
集
委
員
長
を
務
め
た
『
実
践
画

像
処
理
』
（
二
〇
〇
〇
年
・
シ
ュ

プ
リ
ン
ガ
ー
・
フ
ェ
ア
ラ
ー
ク
東

京
刊
）
の
改
訂
版
で
あ
る
。 

　
旧
書
は
好
評
で
初
版
が
す
ぐ
に

売
り
切
れ
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、

増
刷
と
改
訂
が
検
討
さ
れ
た
が
、

価
格
の
設
定
な
ど
で
折
り
合
わ
ず
、

出
版
社
を
変
え
て
の
改
訂
版
刊
行

と
な
っ
た
。
画
像
鮮
明
化
手
法
の

項
を
追
加
し
た
り
、
モ
フ
ォ
ロ
ジ

処
理
手
法
の
解
説
を
強
化
す
る
な

ど
内
容
を
一
段
と
充
実
さ
せ
、
付

録
のCD-ROM

も
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア

ッ
プ
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、

価
格
（
本
体
）
を
旧
書
の
五
、
〇

〇
〇
円
か
ら
二
、
〇
〇
〇
円
に
大

幅
に
下
げ
、
学
生
を
中
心
と
す
る

読
者
の
便
宜
を
図
っ
て
い
る
。 

（
６
面
７
段
目
へ
続
く
） 

 

  
  

　
豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
体
育
・
健

康
施
設
の
整
備
が
進
み
、
一
部
は

十
月
か
ら
、
す
べ
て
が
完
成
す
る

来
年
四
月
か
ら
は
講
義
な
ど
に
活

用
さ
れ
る
。 

　
体
育
・
健
康
施
設
は
キ
ャ
ン
パ

ス
東
部
に
あ
り
、
多
目
的
広
場
を

中
心
に
、
北
側
の
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

コ
ー
ト
二
面
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
場
、

南
側
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
八
面
、
東

側
の
ゴ
ル
フ
打
ち
放
し
練
習
場
と

セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
、
ク
ラ
ブ
ハ
ウ

ス
の
各
施
設
が
新
設
、
一
部
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
。
各
施
設
は
透

水
性
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
の
歩

道
で
結
ば
れ
た
。 

　
多
目
的
広
場
は
広
さ
六
千
四
百

平
方
㍍
。
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
グ
ラ
ウ

ン
ド
二
面
と
れ
る
ほ
か
、
フ
ッ
ト

サ
ル
コ
ー
ト
、
ロ
ー
ン
ボ
ー
ル
ズ
、

バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
、
チ
ェ
ッ
ク
ボ

ー
ル
な
ど
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
利

用
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。 

　
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
場
は
五
人
が
競

技
で
き
、
九
十
㍍
か
ら
三
十
㍍
ま

で
五
種
目
の
競
技
が
可
能
。
ゴ
ル

フ
打
ち
放
し
練
習
場
は
二
階
建
て

で
三
十
打
席
、
距
離
は
百
五
十
ヤ

ー
ド
。
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
や

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
、
増
設
を
含
め
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
。 

　
ゴ
ル
フ
打
ち
放
し
場
の
オ
ー
プ

ン
で
ゴ
ル
フ
も
体
育
の
正
式
授
業

科
目
に
入
る
。 

　
同
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ス
ポ
ー
ツ
関

連
施
設
は
、
総
合
体
育
館
（
プ
ー

ル
）
、
武
道
場
、
陸
上
競
技
場
、

ラ
グ
ビ
ー
・
サ
ッ
カ
ー
場
、
野
球

場
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
投
て
き
場

の
整
備
が
終
わ
っ
て
お
り
、
体
育
・

健
康
施
設
の
完
成
で
一
段
と
充
実

し
た
。 

　
元
文
学
部
英
文
学
科
教
授
の
前

川
祐
一
（
ま
え
か
わ
・
ゆ
う
い
ち
）

先
生
は
、
八
月
三
十
一
日
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。
七
十
五
歳
。
一
九
九

〇
年
か
ら
九
六
年
ま
で
在
職
、
英

文
学
を
担
当
さ
れ
ま
し
た
。 

　
本
学
は
、
五
月
に
開
い
た
定
例

協
議
会
で
学
生
の
成
績
評
価
を
優
・

良
・
可
・
不
可
の

四
段
階
か
ら
Ｓ
・

Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ

の
五
段
階
に
変
え

る
こ
と
を
決
め
、

二
〇
〇
二
年
度
か

ら
実
施
す
る
。 

　
新
し
い
評
価
で

は
、
Ｓ
（
１
０
０

〜
９
０
）
、
Ａ
（
８

０
〜
８
９
）
、
Ｂ

（
７
０
〜
７
９
）
、

Ｃ
（
６
０
〜
６
９
）
、

Ｄ
（
６
０
点
未
満
）

と
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ

ト
で
評
価
さ
れ
、

五
段
階
に
な
る
。

Ｄ
は
不
合
格
。 

　
こ
れ
ま
で
の
良
・
可
・
不
可
は
、

Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
と
さ
れ
、
点
数
的
に

は
同
じ
だ
が
、
優
は
Ｓ
と
Ａ
に
な

り
、
Ｓ
の
評
価
は

高
く
な
る
。 

　
五
段
階
に
変
え

る
の
は
、
成
績
評

価
を
こ
れ
ま
で
以

上
に
厳
格
に
す
る

の
が
狙
い
で
、
全

国
的
に
も
優
を
二

段
階
に
分
け
て
評

価
す
る
大
学
が
増

え
て
き
て
い
る
た

め
の
改
革
。 

　
就
職
な
ど
で
外

部
機
関
に
提
出
す

る
成
績
表
に
つ
い

て
も
Ｓ
・
Ａ
・
Ｂ
・

Ｃ
の
四
段
階
で
表

記
す
る
。 

　
清
潔
で
快
適
な
キ
ャ
ン
パ
ス
を

維
持
す
る
た
め
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

「
エ
コ
・
ウ
ィ
ー

ク
」
が
、
こ
の
秋

も
九
月
二
十
六
日

か
ら
三
日
間
、
名

古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
・

セ
ン
タ
ー
ビ
ル
前

を
中
心
に
行
わ
れ

た
。 

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参
加
し
た
の

は
、
文
化
会
、
体
育
会
、
大
学
祭

実
行
委
員
会
の
学
生
た
ち
。
一
日

平
均
三
十
人
余
、
三
日
間
延
べ
九

十
九
人
が
、
登
校
し
て
く
る
学
生

た
ち
に
、
喫
煙
の
マ
ナ
ー
の
徹
底

や
ゴ
ミ
の
投
げ
捨
て
防
止
な
ど
を

呼
び
か
け
た
。 

　
エ
コ
・
ウ
ィ
ー
ク
は
、
キ
ャ
ン

パ
ス
内
の
全
館
禁
煙
が
決
ま
っ
た

一
九
九
九
年
五
月
に
第
一
回
を
開

催
し
、
今
回
が
六
回
目
。
学
生
た

ち
と
「
環
境
保
全
委
員
会
」
を
組

織
し
て
い
る
学
生
課
の
職
員
や
、

キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
清
掃
を
担
当
し

て
い
る
会
社
の
人
た
ち
の
話
に
よ

る
と
、
た
ば
こ
の
吸
殻
な
ど
の
投

げ
捨
て
は
年
々
減

っ
て
き
て
い
る
と

い
う
。 

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

に
参
加
し
た
学
生

た
ち
は
、
今
後
も

春
と
秋
の
年
二
回
、

「
エ
コ
・
ウ
ィ
ー
ク
」
の
運
動
を

展
開
し
て
、
快
適
な
教
育
研
究
環

境
を
守
っ
て
い
き
た
い
と
張
り
き

っ
て
い
る
。 

民
族
問
題
と 

　
社
会
民
主
主
義 

 

オ
ッ
ト
ー・バ
ウ
ア
ー
著 

丸
山
　
敬
一
他
訳 

新
実
践
画
像
処
理 

 

輿
水
　
大
和 

　
　
他
編
著 

国際英語学部  施設整備進む 

ほぼ完成した豊田キャンパスの体育･健康施設。右がテニスコート、その左が
多目的広場。真ん中がクラブハウス。その奥にゴルフ打ち放し練習場 

訃　　報 

元
教
授 

前
川
　
祐
一
氏 

2002年度から 

成績表が変わります 
Ｓ･Ａ･Ｂ･Ｃ･Ｄの５段階に 

体育・健康施設 来春完成 
キ
ャ
ン
パ
ス
を
清
潔
で

清
潔
で
快
適
快
適
に
!!
 

キ
ャ
ン
パ
ス
を
清
潔
で
快
適
に
!!
 

授業、体育活動で活用 学
生
た
ち
が
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

６
回
目
の
「
エ
コ
・
ウ
ィ
ー
ク
」 

３
日
間
で
99
人
が
呼
び
か
け 

豊 田 キ ャ ン パ ス 

名古屋 



 

   

　
株
式
会
社
リ
ン
ク
ス
刊
。
三
〇

六
㌻
。 

     
      

　
（
メ
デ
ィ
ア
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
化
）

と
い
う
視
点
か
ら
、
今
日
の
新
し

い
電
子
メ
デ
ィ
ア
が
も
た
ら
す
社

会
・
文
化
変
容
を
解
剖
し
た
メ
デ

ィ
ア
論
で
あ
る
。 

　
本
論
で
は
、
ま
ず
最
も
身
近
な

メ
デ
ィ
ア
経
験
で
あ
る
、
電
話
、

電
話
風
俗
、
ケ
ー
タ
イ
電
話
か
ら

論
述
が
始
ま
る
。
続
い
て
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
や
メ
ー
ル
交
換
、
そ

し
て
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
が
論
じ
ら
れ

る
。
そ
れ
ら
の
分
析
か
ら
導
き
出

さ
れ
て
い
る
の
は
、
自
己
の
肥
大

と
他
者
の
縮
小
と
い
う
現
代
的
な

メ
デ
ィ
ア
行
為
の
特
性
で
あ
り
、

著
者
は
、
そ
れ
を
「
自
己
都
合
型
」

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
名
付
け

て
い
る
。 

  

社
会
学
や
メ
デ
ィ
ア
論
の
理
論

も
現
状
分
析
の
道
具
と
し
て
提
供

さ
れ
て
い
る
が
、
学
生
た
ち
の
メ

デ
ィ
ア
分
析
の
記
述
な
ど
も
盛
り

込
ま
れ
て
お
り
、
全
体
が
平
明
な

記
述
で
書
か
れ
て
い
る
。
電
子
メ

デ
ィ
ア
文
化
に
関
心
の
あ
る
者
に

と
っ
て
恰
好
の
道
し
る
べ
と
な
る

よ
う
な
本
で
あ
る
。 

　
著
者
は
社
会
学
部
助
教
授
。
福

村
出
版
刊
。
二
○
四
㌻
。
本
体
価

格
二
、
三
〇
〇
円
。 

      

　
イ
ン
ド
＝
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
族
は
、

英
語
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
言

語
を
含
む
言
語
「
家
族
」
で
、
現

在
、
地
球
上
に
も
っ
と
も
広
く
分

布
す
る
言
語
を
含
み
、
東
は
イ
ン

ド
か
ら
西
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
至

る
広
い
地
域
で
話
さ
れ
て
い
た
。 

　
こ
れ
ら
の
言
語
を
話
す
人
々
は
、

そ
れ
ぞ
れ
神
話
を
持
ち
、
イ
ン
ド

＝
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
族
と
い
う
考
え

が
確
立
す
る
と
と
も
に
、
神
話
の

比
較
研
究
も
始
ま
っ
た
。
し
か
し
、

十
九
世
紀
に
盛
ん
だ
っ
た
比
較
研

究
は
、
神
々
の
名
前
の
類
似
や
未

開
の
人
々
の
自
然
現
象
に
対
す
る

驚
異
や
畏
怖
の
気
持
ち
な
ど
で
説

明
す
る
単
純
な
方
法
に
頼
る
だ
け

で
、
急
速
に
支
持
を
失
っ
た
。 

　
デ
ュ
メ
ジ
ル
（
一
八
九
八
‐
一 

（
７
面
７
段
目
へ
続
く
） 

　
本
学
園
は
、
四
月
一
日
付
で
、

松
村
信
美
、
原
昌
、
福
田
権
一
、

高
田
邦
彦
、
三
浦
謙
の
五
氏
（
い

ず
れ
も
三
月
末
に
定
年
退
職
、
ま

た
は
選
択
定
年
退
職
さ
れ
た
）
に

本
学
名
誉
教
授
の
称
号
を
授
与
し

た
。
名
誉
教
授
の
称
号
授
与
は
今

年
度
九
人
、
ト
ー
タ
ル
で
五
十
人

と
な
っ
た
。 

　
松
村
氏
は
、
中
京
商
業
学
校
（
現
・

附
属
中
京
高
校
）
教
諭
を
経
て
、

一
九
六
六
年
文
学
部
国
文
学
科
講

師
に
採
用
、
教
授
、
文
学
研
究
科

教
授
を
務
め
た
。 

　
原
氏
は
、
一
九
八
〇
年
文
学
部

英
文
学
科
教
授
に
採
用
、
英
文
学

科
長
、
文
学
研
究
科
長
、
文
化
科

学
研
究
所
長
を
務
め
た
。 

　
福
田
氏
は
、
一
九
六
五
年
教
養

部
助
教
授
に
採
用
、
文
学
部
英
文

学
科
教
授
、
文
学
研
究
科
教
授
、

英
文
学
科
長
を
務
め
た
。 

　
高
田
氏
は
、
一
九
六
六
年
教
養

部
助
教
授
に
採
用
、
七
四
年
教
授

と
な
り
、
二
十
六
年
間
教
授
を
務

め
た
。 

　
三
浦
氏
は
、
一
九
七
五
年
教
養

部
助
教
授
に
採
用
、
教
授
、
教
養

部
長
代
理
を
務
め
た
。 

　
ベ
ト
ナ
ム
政
府
の
中
小
企
業
振

興
関
係
者
九
人
が
六
月
五
日
、
本

学
を
訪
れ
た
。 

　
ト
ヨ
タ
自
動
車
と
関
連
部
品
工

場
を
視
察
し
た
あ
と
の
訪
問
で
、

一
行
は
、
本
学
中
小
企
業
研
究
所

で
寺
岡
寛
所
長
ら
と
名
古
屋
地
区

の
自
動
車
関
連
中
小
企
業
の
現
況

に
つ
い
て
意
見
交
換
し
た
。 

　
小
川
英
次
学
長
へ
の
表
敬
訪
問

で
は
、
私
立
大
学
の
経
営
実
態
、

入
試
方
法
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
な
ど

に
つ
い
て
質
問
が
出
さ
れ
、
大
学

教
育
に
高
い
関
心
が
示
さ
れ
た
。 

　
二
〇
〇
二

年
度
の
行
事

日
程
が
決
ま

っ
た
。 

　
入
学
式
は

四
月
二
日
。

新
学
期
の
ガ

イ
ダ
ン
ス
は

在
学
生
に
対

し
て
は
、
三

月
二
十
五
日

か
ら
二
十
九

日
、
新
入
生
に
は
四
月
一
日
に
行

わ
れ
る
。 

　
前
期
の
開
講
は
四
月
八
日
。
夏

季
休
業
は
八
月
十
日
か
ら
で
、
九

月
十
八
日
か
ら
後
期
授
業
が
始
ま

る
。
冬
季
休
業
は
十
二
月
二
十
六

日
か
ら
で
、
一
月
六
日
か
ら
二
十

日
ま
で
後
期
試
験
、
卒
業
式
は
三

月
十
九
日
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。 

デ
ュ
メ
ジ
ル・ 

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
２ 

 

ジ
ョル
ジュ・デュメ
ジ
ル
著 

伊
藤
　
忠
夫
他
訳 

メ
デ
ィ
ア
文
化
の 

　
社
会
学 

 

加
藤
　
晴
明
著 

５
氏
に
名
誉
教
授
の
称
号 

本
年
度
９
人
に
、総
勢
は
50
人 

文学部 
福田　権一氏 

文学部 
松村　信美氏 

教養部 
高田　邦彦氏 

文学部 
原　　　昌氏 

教養部 
三浦　　謙氏 

9

10

11

12

1

2

3

9 月 
11 水 
12 木 
17 火 
18 水 
30 水 
1 金 
4 月 
18 水 
25 水 
26 木 
6 月 
20 月 
21 火 
27 月 
1 土 
4 火 
13 木 
19 水 
19 水 

後期開講 

冬季休業開始 

創立者祭（休講） 

卒業式（変更される場合もあり） 

後期補講期間（12/18，19，20，21，24，25） ｝ 
大学祭期間（休講） ｝ 

前期成績表配布 
前期終講科目の再試験受付（４年次生のみ） ｝ 

後期定期試験 
（センター入試　1/18，19） ｝ 

前期終講科目の再試験、前期追試験期間 ｝ 

月 日 曜日 

3

4

5

7

8

25 月 
29 金 
1 月 
2 火 
3 水 
5 金 
8 月 
15 月 
16 火 
30 火 
6 月 
17 金 
18 土 
10 水 
13 土 
15 月 
29 月 
30 火 
9 金 
10 土 

行　　　　　　事 

教務課ガイダンス・成績表配布等 
（新２年次、３年次、４年次） 
１年次ガイダンス 
入学式 
教務課・学部ガイダンス（対象：１年次） 
履修相談会等 

学園創立記念日（平常授業） 
大学創立記念日（平常授業） 

夏季休業開始 

前期開講 

履修登録期間 ｝ 

前期補講期間 ｝ 
前期定期試験期間 ｝ 
前期集中講義期間 ｝ 

休講期間 ｝ 

｝ 

後期集中講義期間 ｝ 
中京大学入学試験（2/1～4および2/7） ｝ 
後期追・再試験期間 ｝ 

前
期 

後
期 

前期開講は4月8日 
2002年度行事日程 

ベトナム政府の 
関係者が本学へ 
小川学長と懇談 
大学教育に関心 



 

九
八
六
）
は
、
比
較
神
話
研
究
の

再
確
立
に
生
涯
を
捧
げ
、
ア
カ
デ

ミ
ー
・
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
会
員
に
も

な
っ
た
フ
ラ
ン
ス
の
学
者
。 

　
本
書
は
『
セ
ル
ウ
ィ
ウ
ス
と
フ

ォ
ル
ト
ゥ
ナ
』
、
『
ゲ
ル
マ
ン
人

の
神
話
と
神
々
』
の
二
編
収
め
、

前
者
は
、
神
話
ら
し
い
神
話
は
存 

   

在
し
な
い
と
さ
れ
て
き
た
ロ
ー
マ

で
も
イ
ン
ド
＝
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
民

族
の
古
い
神
話
の
枠
組
み
が
立
派

に
移
し
替
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

証
明
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
初
期

の
重
要
な
著
作
で
、
神
話
研
究
に

関
心
を
持
つ
人
に
推
薦
で
き
る
。 

　
訳
者
は
教
養
部
教
授
。
筑
摩
書

房
刊
。
四
五
四
㌻
。
本
体
価
格
一
、

六
〇
〇
円
。 

 

　
パ
ネ
リ
ス
ト
は
ほ
か
に
、
三
重

県
知
事
北
川
正
恭
氏
、
亀
田
総
合

病
院
長
亀
田
信
介
氏
（
千
葉
県
）
。

　
改
革
の
遅
れ
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
行
政
、
医
療
、
教
育
の
分
野
で
、

積
極
的
に
改
革
に
取
り
組
み
、
成

果
を
あ
げ
て
き
た
三
氏
が
招
か
れ
、

改
革
へ
の
留
意
点
と
課
題
、
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
重
要
性
な
ど
で
意

見
を
交
わ
し
た
。 

　
梅
村
総
長
・
理
事
長
は
「
学
長

に
就
任
し
た
一
九
八
〇
年
、
本
学

は
四
学
部
で
、
経
営
的
に
は
危
機

的
な
状
況
に
あ
っ
た
が
、
目
標
を

明
確
に
し
て
、
教
職
員
を
信
じ
、

情
報
を
公
開
し
て
徹
底
的
に
話
し

合
っ
て
き
た
。
来
年
に
は
十
番
目

の
学
部
、
国
際
英
語
学
部
を
設
置

で
き
る
ま
で
に
発
展
し
た
」
と
、

目
標
の
明
確
化
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
、
徹
底
的
な
情
報
公
開
の
必
要

性
な
ど
を
強
調
し
た
。
ま
た
、
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
革
に
も
学
長
を

中
心
と
す
る
教
学
部
門
が
取
り
組

ん
で
い
る
現
状
を
報
告
、
聴
講
者

に
多
く
の
示
唆
を
与
え
た
。 

　
北
川
、
亀
田
両
氏
は
「
県
民
の

た
め
の
行
政
、
患
者
の
た
め
の
医

療
、
学
生
の
た
め
の
大
学
で
な
け

れ
ば
衰
退
す
る
」
と
述
べ
、
改
革

へ
の
取
り
組
み
を
促
し
た
。 

　
大
学
行
政
管
理
学
会
は
、
大
学

管
理
職
員
が
大
学
行
政
、
管
理
の

在
り
方
を
研
究
す
る
た
め
の
組
織

で
、
一
九
九
七
年
に
発
足
、
現
在

会
員
は
二
〇
五
大
学
、
七
〇
七
人
。 

　
二
〇
〇
一
年
度
大
学
行
政
管
理
学
会
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
「
大
学
の
経
営
と
教
育
サ
ー
ビ
ス
の

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
―
改
革
に
取
り
組
ん
だ
非
営

利
組
織
に
学
ぶ
―
」
が
九
月
二
日
、
名
古
屋
市

内
で
開
か
れ
、
梅
村
清
弘
総
長
・
理
事
長
が
、

パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
参
加
、
本
学
の
改
革
に
先

頭
に
立
っ
て
取
り
組
ん
で
き
た
実
績
を
話
し
た
。 

　
人
文
社
会
科
学
系
の
学
術
・
教

育
・
ビ
ジ
ネ
ス
分
野
の
レ
フ
ァ
レ

ン
ス
書
を
扱
う
、
世
界
最
大
の
出

版
社
ゲ
イ
ル
・
グ
ル
ー
プ
（
米
）

が
継
続
刊
行
し
て
い
る
『
古
代
・

中
世
文
学
評
論
集
（Classical and 

M
edieval  Literature  Criticism

）
』

第
44
巻
（
二
〇
〇
一
年
七
月
刊
）

＝
写
真
＝
に
、
長
谷
川
端
文
学
部

国
文
学
科
教
授
の
論
文
が
掲
載
さ

れ
た
。 

　
こ
の
評
論
集
は
、
世
界
中
の
研

究
者
の
優
れ
た
論
文
だ
け
を
精
選
、

紹
介
し
て
い
る
こ
と
で
知
ら
れ
る

権
威
あ
る
書
。
掲
載
さ
れ
た
長
谷

川
教
授
の
論
文
は
、
「
平
家
物
語

の
初
期
段
階
（The Early Stages 

of the Heike M
onogatari

）
」
（
上

智
大
学
発
行M

onum
enta 

Nipponica

第
22
巻
初
出
）
。
慶
応

義
塾
大
学
の
派
遣
で
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
国
立
大
学
東
洋
学
部
に
勤
務

し
て
い
た
一
九
六
五
年
に
、
メ
ル

ボ
ル
ン
大
学
で
開
催
さ
れ
た
全
豪

文
学
語
学
学
会
創
立
大
会
で
発
表

し
た
も
の
を
活
字
化
し
た
も
の
。 

　
平
家
物
語
が
文
学
的
に
優
れ
た

作
品
に
な
っ
た
の
は
、
琵
琶
法
師

の
語
り
の
中
で
洗
練
さ
れ
て
い
っ

た
た
め
で
、
そ
の
語
り
に
は
定
型

表
現
（form

ula

）
の
力
が
大
い
に

関
係
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
究
明

し
た
先
駆
的
な
論
文
で
あ
る
。 

　
小
川
英
次
学
長
は
九
月
二
十
五

日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
名
古
屋
放
送
局
制
作

の
生
番
組
「
お
し
ゃ
べ
り
ら
ん
ち
」

の
「
学
長
フ
レ
ッ
シ
ュ
ト
ー
ク
」

の
コ
ー
ナ
ー
に
出
演
し
、
中
京
大

学
の
魅
力
と
と
も
に
、
自
身
の
趣

味
や
信
条
な
ど
を
語
っ
た
。 

　
出
演
し
た
の
は
約
十
分
間
。
日

本
初
の
学
部
と
し
て
昨
年
誕
生
し

た
心
理
学
部
や
、
来
春
開
設
す
る

国
際
英
語
学
部
な
ど
を
紹
介
し
な

が
ら
、
「
中
京
大
学
は
常
に
新
し

い
魅
力
を
持
つ
大
学
と
し
て
発
展

し
て
い
ま
す
」
と
語
っ
た
。 

　
司
会
者
が
、
学
生
時
代
の
就
職

な
ど
の
節
目
に
二
度
の
急
病
に
遭

い
な
が
ら
も
、
逆
に
そ
れ
を
バ
ネ

に
一
念
発
起
し
て
勉
強
に
励
み
、

生
産
管
理
論
や
中
小
企
業
研
究
の

世
界
的
権
威
と
な
っ
た
小
川
学
長

の
経
歴
を
紹
介
。
小
川
学
長
は
「
災

い
の
後
に
は
必
ず
福
が
、
と
学
生

た
ち
に
も
話
し
て
い
ま
す
」
、
ま

た
、
好
き
な
言
葉
と
し
て
、
「
随

処
作
主
（
ず
い
し
ょ

さ
く
し
ゅ
）
」
を
挙
げ
、

「
常
に
自
分
自
身
を

忘
れ
ず
、
自
信
を
持
ち
、

ま
た
、
謙
虚
で
あ
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
こ
れ
は
人
も
中
小
企
業
な

ど
の
事
業
所
も
同
じ
で
す
」
な
ど

と
語
っ
た
。 

（
写
真
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
か
ら
） 

　
学
内
で
開
講
し
て

い
る
資
格
対
策
講
座

は
後
期
か
ら
新
た
に

「
社
会
保
険
労
務
士
」
「
カ
ラ
ー

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
二
級
」
な
ど

十
講
座
が
開
講
し
、
合
わ
せ
て
三

十
講
座
に
二
、
七
五
五
人
が
登
録
、

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
め
ざ
し
、
勉
強

に
励
ん
で
い
る
。 

　
資
格
対
策
講
座
は
三
年
目
。
受

講
生
は
前
年
度
の
二
、
二
七
三
人

に
比
べ
、
大
幅
に
増
え
た
。
受
講

生
は
二
、
三
年
生
が
中
心
で
、
二
、

三
年
生
に
限
れ
ば
三
人
弱
に
一
人

が
受
講
し
て
い
る
勘
定
。 

　
本
年
度
の
受
講
生
の
中
に
は
自

主
的
に
勉
強
会
を
つ
く
っ
て
、
グ

ル
ー
プ
で
励
ま
し
合
っ
て
勉
強
し

て
い
る
姿
も
み
ら
れ
、
夏
休
み
中

も
朝
か
ら
大
学
に
集
ま
っ
て
勉
強
、

夜
の
講
座
に
備
え
る
学
生
も
多
か

っ
た
。 

　
講
座
を
担
当
し
て
い
る
エ
ク
ス

テ
ン
シ
ョ
ン
事
務
室
で
は
「
熱
心

な
受
講
態
度
か
ら
み
て
、
各
種
資

格
取
得
試
験
で
こ
れ
ま
で
に
な
い

多
く
の
合
格
者
が
出
そ
う
」
と
期

待
し
て
い
る
。 

パネリスト席で話す梅村総長（右）。左は北川三重県知事 

「中京大学こうして改革」 

梅
村
総
長
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
話
す 

小
川
学
長
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
で
語
る 

学
長
就
任
当
時 

経
営
は
危
機
的 

状
況
に
あ
っ
た 

「
中
京
大
学
に
新
し
い
魅
力
」 

「
自
信
を
持
ち
常
に
謙
虚
に
」 

目
標
を
明
確
に
し 

教
職
員
を
信
じ
て 

徹
底
的
に
情
報
公
開
を
し
た 

米の権威ある 
評論集に掲載 

後
期
か
ら
新
し
く
10
講
座 

　
　
　
受
講
熱
ア
ッ
プ
、合
格
率
も
？ 

長谷川 端教授の 
「平家物語」論文 

資格対策講座 

文学部国文学科 
長谷川 端教授 



　
都
市
化
の
波
の
先
端
は
地
下
深

く
に
ま
で
及
ん
で
お
り
、
地
下
鉄

を
は
じ
め
と
し
た
巨
大
構
築
物
が

数
々
建
設
・
敷
設
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
は
七
月
初
旬
、
こ

の
実
態
を
「
ひ
る
ど
き
日
本
列
島
」

で
紹
介
し
ま
し
た
。 

　
私
は
一
連
の
放
送
の
最
終
日
（
七

月
五
日
）
に
出
演
。
松
本
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
や
女
優
の
伊
藤
か
ず
え
さ

ん
と
共
に
、
神
奈
川
県
相
模
原
市

に
あ
る
地
下
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
研

究
所
を
訪
問
、
人
間
行
動
・
心
理

の
視
点
よ
り
の
研
究
の
状
況
を
紹

介
・
解
説
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
番
組
は
生
放
送
を
特
色
と

し
て
お
り
、
研
究
の
状
況
や
狙
い

を
如
実
に
示
さ
ん
と
し
た
の
で
す

が
、
予
想
外
の
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
生

じ
た
り
し
て
、
目
論
見
通
り
の
実

況
放
送
と
は
い
か
ぬ
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
研
究
志
向
し

て
い
る
地
下
空
間
の
赤
裸
々
な
様

子
は
視
聴
者
に
伝
わ
っ
た
と
考
え

て
お
り
ま
す
。 

　
私
は
現
在
、
土
木
学
会
地
下
空

間
研
究
委
員
会
環
境
・
心
理
小
委

員
長
を
務
め
て
お
り
、
今
回
の
出

演
も
同
地
下
空
間
研
究
委
員
長
の

名
古
屋
大
学
西
淳
二
教
授
の
要
請

に
よ
る
も
の
で
し
た
。 

　
深
々
度
地
下
で
の
人
間
の
生
活
・

行
動
で
は
地
表
で
の
生
活
と
異
な

り
、
解
明
・
確
認
す
べ
き
問
題
が

山
積
し
て
い
ま
す
。
極
限
的
な
異

環
境
と
い
う
点
で
宇
宙
と
共
通
の

も
の
が
あ
り
、
一
研
究
グ
ル
ー
プ

の
努
力
だ
け
で
は
限
界
が
あ
り
ま

す
。
巨
大
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

必
要
性
を
痛
感
し
て
い
る
次
第
で

す
。 

　
家
田
重
晴
体
育
学
部
教
授
は
、

学
生
時
代
か
ら
趣
味
の
音
楽
活
動

を
続
け
て
き
た
が
、
こ
の
ほ
ど
、

学
生
時
代
の
バ
ン
ド
仲
間
と
一
緒

に
、
音
楽
Ｃ
Ｄ
を
自
主
制
作
し
、

全
国
発
売
し
た
。 

　
タ
イ
ト
ル
は
「
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｏ
Ｙ
Ａ

の
デ
イ
ト
〜
地
下
鉄
に
乗
っ
て
」
。

家
田
教
授
が
作
詞
、
作
曲
し
、
ボ

ー
カ
ル
も
担
当
。
「
ラ
ン
の
館
」

を
始
め
、
ナ
ゴ
ヤ
ド
ー
ム
、
セ
ン

ト
ラ
ル
パ
ー
ク
、
熱
田
神
宮
、
名

古
屋
港
水
族
館
、
テ
レ
ビ
塔
な
ど
、

名
古
屋
の
名
所
を
二
人
で
あ
ち
こ

ち
見
て
回
る
と
い
う
設
定
の
楽
し

く
軽
快
な
曲
で
あ
る
。 

　
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
の
あ
る
八

事
を
通
る
予
定
の
地
下
鉄
４
号
線

（
環
状
線
）
の
早
期
完
成
を
願
っ

て
、
「
環
状
線
く
―
る
く
る
」
と

も
歌
っ
て
い
る
。 

　
Ｃ
Ｄ
は
、
大
手
Ｃ
Ｄ
店
か
ら
注

文
で
き
る
ほ
か
、
大
須
の
「
ラ
ン

の
館
」
や
本
学
生
協
、
名
古
屋
大

学
生
協
な
ど
で
扱
っ
て
い
る
。

ROOKS JAPAN RECORDS

　

の
発
売
で
、
本
体
価
格
八
百
円
。 

　
体
育
学
部
二
年
、
大
野
朋
美
さ

ん
が
、
豊
田
市
教
育
委
員
会
か
ら

「
市
民
文
化
・
文
化
財
保
護
部
会
」

委
員
に
委
嘱
さ
れ
、
七
月
二
十
六

日
開
か
れ
た
初
会
合
に
出
席
し
た
。

委
員
の
任
期
は
二
年
で
、
大
野
さ

ん
は
一
市
民
の
立
場
か
ら
市
民
文

化
の
在
り
方
に
つ
い
て
提
言
し
て

い
く
。 

　
同
市
教
委
は
、
二
〇
一
〇
年
を

に
ら
ん
だ
豊
田
市
の
教
育
行
政
計

画
を
策
定
す
る
た
め
の
審
議
会
と

そ
の
下
部
組
織
の
五
部
会
委
員
に
、

市
民
の
意
見
や
要
望
を
積
極
的
に

取
り
入
れ
て
い
く
た
め
に
一
部
委

員
を
公
募
し
た
。
大
野
さ
ん
は
応

募
し
た
大
学
生
七
人
の
中
か
ら
選

ば
れ
た
。
学
生
が
教
育
関
係
審
議

会
の
委
員
を
委
嘱
さ
れ
る
の
は
全

国
的
に
み
て
も
珍
し
い
こ
と
と
い

わ
れ
る
。 

　
大
野
さ
ん
は
「
教
員
を
志
望
し

て
い
る
の
で
、
将
来
、
プ
ラ
ス
に

な
る
と
思
い
、
応
募
し
た
。
公
民

館
を
子
ど
も
た
ち
が
日
本
の
伝
統

文
化
に
接
す
る
場
に
な
る
よ
う
に

提
言
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て

い
る
。 

      

▼
総
務
部
人
事
課 

佐
藤
　
賢
治 （

さ
と
う
・
け
ん
じ
） 

▼
29
歳 

　
元
教
養
部
教
授
の
江
川
卓
（
え

が
わ
・
た
く
、
本
名
・
馬
場
宏
＝

ば
ば
・
ひ
ろ
し
）
先
生
は
、
七
月

四
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
七
十
四

歳
。 

　
東
京
工
業
大
学
教
授
を
経
て
、

一
九
八
七
年
教
養
部
教
授
に
就
任
、

文
化
科
学
研
究
所
所
長
を
兼
任
、

一
九
九
七
年
定
年
退
職
。 

　
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
を
は
じ
め

ロ
シ
ア
の
著
名
な
作
家
の
翻
訳
や

研
究
を
手
が
け
た
ロ
シ
ア
文
学
者

と
し
て
知
ら
れ
、
一
九
八
七
年
、

「
謎
と
き
『
罪
と
罰
』
」
で
読
売

文
学
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
本

学
で
は
評
論
誌
「
八
事
」
の
編
集

委
員
長
と
し
て
、
文
筆
、
評
論
活

動
で
も
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。 

　
名
誉
教
授
、
元
経
済
学
研
究
科
・

経
済
学
部
教
授
の
沈
晩
變
（
ち
ん
・

ば
ん
し
ょ
う
）
先
生
は
、
五
月
二

十
五
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
七
十

三
歳
。 

　
一
九
六
八
年
、
名
古
屋
大
学
経

済
学
部
助
手
か
ら
本
学
に
転
じ
、

九
九
年
ま
で
在
職
。
商
学
部
長
、

経
済
学
部
長
、
経
済
学
研
究
科
長

な
ど
、
要
職
を
歴
任
。
九
九
年
名

誉
教
授
。 

　
外
国
人
初
の
文
部
教
官
（
名
大

助
手
）
と
し
て
知
ら
れ
、
本
学
で

は
、
地
域
に
定
着
し
た
年
末
の
景

気
シ
ン
ポ
「
来
年
の
経
済
見
通
し
」

に
一
九
八
七
年
の
第
一
回
か
ら
参

加
、
的
確
で
歯
切
れ
よ
い
経
済
診

断
で
人
気
が
あ
り
ま
し
た
。 

往
来 

名
誉
教
授 

沈
　
　
晩
變
氏 

元
教
養
部
教
授 

江
川
　
　
卓
氏 

新
任
の 

事
務
職
員 

　
　
部
署
、氏
名
、年
齢 

（
８
月
１
日
付
） 

訃
　
　
　
報 

ロ
シ
ア
文
学
者 

と
し
て
活
躍 

的
確
で
歯
切
れ 

よ
い
経
済
診
断 

深々度地下での人間の 
行動・心理さらに解明 

心理学部教授　　神作　博 

地下深く進む都市化の波 

Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｏ
Ｙ
Ａ
を
テ
ー
マ
の 

音
楽
Ｃ
Ｄ
つ
く
り
全
国
発
売 

学
生
時
代
の
バ
ン
ド
仲
間
と 

体育学部 

家田教授  

自
主
制
作
し
た
Ｃ
Ｄ
と
家
田
教
授 

豊田市教委 
市民文化部会 
委員に委嘱 
体育学部２年 

大野朋美さん 

地下50㍍の生活が人間の心理に及ぼす影響を説明する 
神作教授（右）＝ＮＨＫテレビより＝ 



　
就
職
先
が
決
ま
ら
な
い
四
年
生

の
た
め
に
、
就
職
部
は
十
月
初
め
、

全
国
の
企
業
一
万
社
に
求
人
活
動

調
査
表
を
送
っ
た
。 

　
ま
だ
採
用
活
動
を
続
け
て
い
る

企
業
も
多
く
、
こ
う
し
た
企
業
か

ら
新
た
に
求
人
票
を
送
っ
て
も
ら

う
の
が
ね
ら
い
。 

　
就
職
部
で
は
送
付
さ
れ
た
求
人

内
容
を
部
内
や
本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
に
掲
示
、
就
職
活
動
を
し
て

い
る
四
年
生
に
知
ら
せ
る
。 

　
就
職
部
は
、
三
年
生
の
就
職
活

動
支
援
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
っ
て

全
員
か
ら
「
就
職
・
進
路
登
録
カ

ー
ド
」
を
提
出
し
て
も
ら
う
こ
と

に
し
、
ゼ
ミ
別
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

で
説
明
、
カ
ー
ド
の
提
出
を
求
め

て
い
る
。 

　
こ
れ
ま
で
は
就
職
活
動
を
希
望

す
る
学
生
か
ら
「
就
職
希
望
登
録

票
」
を
出
し
て
も
ら
い
、
登
録
し

た
学
生
を
中
心
に
支
援
活
動
を
し

て
き
た
。
今
回
、
新
た
に
全
員
に

提
出
を
求
め
る
の
は
、
卒
業
前
に

な
っ
て
慌
て
て
就
職
部
へ
駆
け
込

む
未
登
録
学
生
が
絶
え
な
い
こ
と
、

初
め
か
ら
厳
し
い
活
動
を
避
け
、

登
録
し
な
い
学
生
が
増
え
て
き
た

こ
と
か
ら
。 

　
と
く
に
、
初
め
か
ら
い
わ
ゆ
る

フ
リ
ー
タ
ー
を
希
望
し
て
、
就
職

活
動
を
避
け
る
学
生
が
年
々
増
加

し
て
き
た
た
め
、
全
員
の
卒
業
後

の
進
路
を
確
か
め
る
目
的
で
、
カ

ー
ド
を
提
出
し
て
も
ら
う
こ
と
に

し
た
。 

　
「
就
職
・
進
路
カ
ー
ド
」
は
こ

れ
ま
で
の
「
就
職
希
望
登
録
票
」

と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
だ
が
、
一
般
企

業
、
公
務
員
、
教
員
、
進
学(

大

学
院
な
ど)

、
自
営
、
就
職
し
な

い
の
項
目
に
○
を
つ
け
、
「
現
在

考
え
て
い
る
進
路
」
を
記
入
し
て

も
ら
う
。 

　
カ
ー
ド
の
提
出
に
あ
た
っ
て
は
、

で
き
る
限
り
就
職
部
員
が
面
談
、

希
望
を
確
認
し
て
、
フ
リ
ー
タ
ー

な
ど
安
易
な
進
路
を
避
け
る
よ
う

指
導
し
て
い
く
。 

　
三
年
生
に
対
す
る
就
職
活
動
の

支
援
行
事
が
七
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
。
豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
は
九
月

二
十
六
日
、
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス

は
十
月
九
日
か
ら
ゼ
ミ
時
間
を
使

っ
て
の
本
学
独
自
の
ゼ
ミ
別
就
職

ガ
イ
ダ
ン
ス
も
始
ま
っ
て
お
り
、

就
職
部
の
支
援
活
動
が
本
格
化
し

て
い
る
。 

　
支
援
活
動
の
始
ま
り
は
、
七
月

四
、
五
日
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
、

同
月
七
日
豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行

っ
た
ガ
イ
ダ
ン
ス
と
就
職
適
性
検

査
。 

　
ガ
イ
ダ
ン
ス
は
、
就
職
活
動
へ

の
心
構
え
、
留
意
点
を
指
導
す
る

も
の
で
、
採
用
試
験
の
早
期
化
と

と
も
に
近
年
、
夏
休
み
前
の
開
催

が
定
着
し
た
。
こ
と
し
は
学
部
別

に
行
い
、
各
会
場
に
は
就
職
が
内

定
し
た
四
年
生
も
出
席
、
活
動
経

験
な
ど
を
話
し
た
。
適
性
検
査
は
、

ど
の
職
種
に
向
い
て
い
る
か
、
“
自

己
診
断
”
し
て
も
ら
う
の
が
狙
い
。

昨
年
か
ら
就
職
希
望
者
全
員
に
無

料
で
受
検
さ
せ
て
い
る
が
、
今
年

は
昨
年
の
倍
の
千
二
百
人
が
受
検

し
た
。 

　
ゼ
ミ
別
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
は
、
就

職
部
員
が
各
ゼ
ミ
に
出
向
き
、
就

職
支
援
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
を

説
明
、
細
か
く
指
導
。
十
月
二
十

九
日
ま
で
続
け
る
。 

　
十
一
月
か
ら
は
、
出
身
地
で
の

就
職
を
め
ざ
す
学
生
の
た
め
の
Ｕ

タ
ー
ン
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
利
用
に
よ
る
就
職
活
動
の

説
明
会
、
女
子
学
生
の
た
め
の
ガ

イ
ダ
ン
ス
な
ど
の
支
援
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。 

　
本
年
度
の
就
職
戦
線
が
夏
休
み

前
に
ヤ
マ
を
越
え
、
就
職
部
は
九

月
三
十
日
現
在
で
本
年
度
の
第
一

回
就
職
状
況
調
査
を
行
っ
た
。
就

職
内
定
率
は
四
六
・
六
％
で
、
前

年
同
期
を
上
回
っ
た
。 

　
こ
の
調
査
は
就
職
部
へ
内
定
の

届
け
を
調
べ
た
も
の
で
、
未
届
け

学
生
を
加
え
る
と
、
実
際
の
内
定

率
は
こ
の
数
字
を
上
回
る
と
み
ら

れ
る
。 

　
本
学
へ
の
求

人
件
数
は
九
月

末
で
二
、
八
七

二
件
で
前
年
同

期
に
比
べ
、
一

二
九
件
増
と
わ

ず
か
な
が
ら
増

加
し
た
。
た
だ
三
、
四
年
前
の
三

千
四
、
五
百
件
に
比
べ
る
と
、
大

き
く
下
回
っ
て
お
り
、
前
年
同
様

厳
し
い
状
況
だ
っ
た
。 

　
求
人
を
業
種
別
で
み
る
と
、
製

造
業
、
小
売
・
流
通
な
ど
が
減
っ

て
お
り
、
情
報
・
通
信
な
ど
が
増

え
た
。
　 

　
企
業
側
は
「
基
準
に
達
し
な
い

人
は
採
用
し
な
い
」
能
力
重
視
の

姿
勢
を
強
め
て
お
り
、
求
人
数
の

増
加
が
内
定
率
に
つ
な
が
ら
な
い

状
況
に
な
っ
て
お
り
、
学
生
の
能

力
ア
ッ
プ
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
が
不

可
欠
に
な
っ
て
き
て
い
る
。 

　
同
部
は
「
内
定
し
た
学
生
は
早

く
知
ら
せ
て
ほ
し
い
」
と
い
っ
て

い
る
。 

「就職・進路登録カード」 
全３年生に提出求める 

9月末の内定率 
昨年同期を上回る 

就職未定の４年生に 
求人情報を調査・掲示 

能
力
を
重
視
す
る
企
業
側 

厳
し
い
状
況
は
変
わ
ら
ぬ 

3
年
生
へ
の
支
援
活
動
が
本
格
化 

就
職
部 

2 

0 

0 

1 

年 

度 

就 

職 

戦 

線 

SUPPORT   1SUPPORT   2

フ
リ
ー
タ
ー
志
望 

避
け
る
よ
う
指
導 

ゼミ別ガイダンス 
始まる 

適
性
検
査
で
〝
自
己
診
断
〞 

昨
年
の
倍
、
千
二
百
人
が
受
検 

就
職
部
に
あ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

る
就
職
活
動
に
利
用
す
る

学
生
が
多
い
。
ど
う
利
用
す

る
か
の
講
座
も
計
画
さ
れ

て
い
る 



　
資
金
収
支
計
算
書
は
、
当
該
会

計
年
度
の
教
育
研
究
活
動
お
よ
び

そ
の
活
動
に
付
随
す
る
、
す
べ
て

の
収
入
・
支
出
の
内
容
、
な
ら
び

に
当
該
会
計
年
度
に
お
け
る
支
払

資
金
の
収
入
・
支
出
の
て
ん
末
を

明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。 

  

　
１
、
学
生
生
徒
等
納
付
金
収
入 

　
収
入
の
中
で
、
主
要
な
部
分
を

占
め
る
。
十
二
年
度
に
お
け
る
学

生
生
徒
等
納
付
金
は
、
一
三
九
億

九
、
四
〇
〇
万
円
で
あ
り
、
前
年

度
に
比
し
二
億
六
、
三
五
八
万
円
、

一
・
九
％
の
増
加
と
な
っ
た
。
学

生
総
数
は
十
二
年
五
月
一
日
現
在

一
三
、
五
六
四
人
で
あ
る
。 

　
２
、
手
数
料
収
入 

　
こ
の
う
ち
、
九
八
・
一
％
が
入

学
検
定
料
で
あ
る
。
十
二
年
度
の

検
定
料
収
入
は
七
億
五
、
一
五
八

万
円
で
あ
り
、
前
年
度
に
比
し
二
、

〇
〇
三
万
円
、
二
・
七
％
の
増
加

で
あ
っ
た
。 

　
３
、
寄
付
金
収
入 

　
特
定
公
益
増
進
法
人
と
し
て
の

寄
付
金
や
一
般
寄
付
金
の
収
入
で

あ
る
。
前
年
度
に
比
し
四
五
万
円

増
加
し
た
。 

　
４
、
補
助
金
収
入 

　
国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
か
ら

の
補
助
金
収
入
で
あ
る
。
こ
の
う

ち
、
私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金

は
六
億
九
四
万
円
で
、
前
年
度
に

比
し
九
、
〇
六
四
万
円
、
一
三
・

一
％
減
少
し
た
。
こ
の
国
庫
か
ら

の
経
常
費
補
助
金
は
抑
制
傾
向
が

続
い
て
お
り
、
昭
和
五
十
一
年
度

に
制
定
さ
れ
た
「
私
立
学
校
振
興

助
成
法
」
で
経
常
的
経
費
の
１
／

２
以
内
を
助
成
す
る
と
さ
れ
て
い

る
が
、
本
学
で
は
そ
の
経
常
的
経

費
に
対
す
る
割
合
が
五
・
九
％
と

平
成
三
年
度
以
降
一
〇
％
を
下
回

っ
て
い
る
。 

　
５
、
資
産
運
用
収
入 

　
前
年
度
に
比
し
四
二
八
万
円
、

三
・
一
％
の
増
加
で
あ
っ
た
。
こ

の
う
ち
、
受
取
利
息
収
入
が
六
一
・

五
％
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
受
取

利
息
収
入
は
預
金
の
低
金
利
が
続

い
て
お
り
、
近
年
は
大
幅
に
減
少

し
て
い
る
。 

　
６
、
事
業
収
入 

　
受
託
研
究
お
よ
び
オ
ー
プ
ン
カ

レ
ッ
ジ
受
講
料
の
収
入
で
あ
る
。

対
前
年
度
比
七
一
万
円
、
〇
・
四

％
の
増
加
で
あ
っ
た
。 

　
７
、
前
受
金
収
入 

　
十
三
年
度
入
学
生
の
学
生
生
徒

等
納
付
金
は
、
前
期
分
の
大
半
が

十
三
年
三
月
末
日
ま
で
に
納
入
さ

れ
る
た
め
、
十
二
年
度
の
収
入
と

す
る
。
こ
れ
は
対
前
年
度
比
二
、

七
八
二
万
円
減
少
し
た
。 

　
８
、
資
金
収
入
調
整
勘
定 

　
期
末
未
収
入
金
と
前
期
末
前
受

金
は
、
現
金
収
受
が
前
年
度
ま
た

は
翌
年
度
以
降
行
わ
れ
、
十
二
年

度
に
は
資
金
の
流
れ
が
伴
わ
な
い

の
で
控
除
さ
れ
る
。 

  

　
１
、
人
件
費
支
出 

　
専
任
教
職
員
、
兼
務
教
員
、
兼

務
職
員
の
給
与
・
退
職
金
等
で
、

退
職
者
の
発
生
に
よ
り
対
前
年
度

比
二
億
六
、
一
〇
三
万
円
、
三
・

七
％
の
増
加
で
あ
っ
た
。
十
二
年

五
月
一
日
現
在
、
専
任
教
員
二
九

一
人
、
専
任
職
員
一
六
九
人
で
あ

る
。 

　
２
、
経
費
支
出 

　
教
育
研
究
経
費
支
出
と
管
理
経

費
支
出
が
あ
り
、
そ
の
区
分
に
つ

い
て
は
目
的
別
に
分
け
ら
れ
、
総

務
・
人
事
・
経
理
、
そ
の
他
こ
れ

に
準
ず
る
業
務
の
経
費
、
教
職
員

の
福
利
厚
生
の
た
め
の
経
費
、
教

育
研
究
活
動
以
外
に
使
用
す
る
施

設
設
備
の
修
繕
・
維
持
保
全
に
関

す
る
経
費
、
学
生
募
集
の
た
め
に

要
す
る
経
費
等
が
管
理
経
費
支
出

で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
教
育
研
究

活
動
に
必
要
な
経
費
を
教
育
研
究

経
費
支
出
と
い
う
。
光
熱
水
費
支

出
等
の
よ
う
に
区
分
で
き
に
く
い

場
合
は
、
校
舎
面
積
等
で
按
分
し

て
あ
る
。 

　
教
育
研
究
経
費
支
出
は
、
対
前

年
度
比
一
億
六
、
〇
一
六
万
円
、

六
・
三
％
の
増
加
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
管
理
経
費
支
出
は
、
前
年
度

に
比
し
一
億
二
、
三
二
〇
万
円
の

減
少
で
あ
っ
た
。 

　
３
、
借
入
金
等
利
息
支
出 

　
借
入
金
に
対
す
る
支
払
利
息
で

あ
る
。
借
入
金
残
高
の
減
少
に
よ

り
、
対
前
年
度
比
一
四
・
九
％
減

少
し
た
。 

　
４
、
施
設
関
係
支
出 

　
建
物
・
構
造
物
に
対
す
る
支
出

で
あ
る
。
十
二
年
度
は
名
古
屋
・

豊
田
学
舎
各
所
空
調
工
事
、
豊
田

学
舎
体
育
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
等
を

行
っ
た
。 

　
５
、
設
備
関
係
支
出 

　
機
器
備
品
・
図
書
等
の
取
得
の

た
め
の
支
出
で
あ
る
。
教
育
研
究

用
機
器
備
品
取
得
の
う
ち
主
な
も

（
11
面
１
段
目
へ
続
く
） 

　
先
般
、
中
京
大
学
の
十
二
年
度
決
算
が
確
定
し
た
。
そ
の
計
算

書
の
う
ち
、
資
金
収
支
計
算
書
お
よ
び
消
費
収
支
計
算
書
は
、
そ

れ
ぞ
れ
第
１
表
お
よ
び
第
２
表
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
そ
の
概
要

を
述
べ
て
み
る
。 

科　　目 

学 生 生 徒 等 納 付 金 収 入  

手 数 料 収 入  

寄 付 金 収 入  

補 助 金 収 入  

資 産 運 用 収 入  

資 産 売 却 収 入  

事 業 収 入  

雑 収 入  

前 受 金 収 入  

そ の 他 の 収 入  

資 金 収 入 調 整 勘 定  

前 年 度 繰 越 支 払 資 金  

収 入 の 部 合 計  

予　算　額 

13,953,915
774,740

653
696,875

87,410
38,250

191,230
26,000

2,501,306
508,219

△ 2,917,313
9,617,641

25,478,926

決　算　額 

13,993,996
765,912

2,154
668,154
140,829

38,250
198,103

27,859
2,874,316

497,905
△ 2,991,165

9,617,641 
25,833,954

科　　目 

人 件 費 支 出  

教 育 研 究 経 費 支 出  

管 理 経 費 支 出  

借 入 金 等 利 息 支 出  

借 入 金 等 返 済 支 出  

施 設 関 係 支 出  

設 備 関 係 支 出  

資 産 運 用 支 出  

そ の 他 の 支 出  

予 備 費  

資 金 支 出 調 整 勘 定  

次 年 度 繰 越 支 払 資 金  

支 出 の 部 合 計  

予　算　額 

7,472,980
2,955,803

829,355
10,585
44,440

261,585
1,218,250
2,420,016
1,056,360

21,668
△ 618,066
9,805,950

25,478,926

決　算　額 

7,305,435
2,716,487

735,798
10,578
44,440

259,358
1,194,202
2,420,015

985,922

△ 600,025
10,761,744
25,833,954

収入の部 支出の部 

（単位：千円） 　　　　平成12年度 中京大学資金収支計算書 第１表 

科　　目 

学 生 生 徒 等 納 付 金  

手 数 料  

寄 付 金  

補 助 金  

資 産 運 用 収 入  

資 産 売 却 差 額  

事 業 収 入  

雑 収 入  

帰 属 収 入 合 計  

基 本 金 組 入 額 合 計  

消 費 収 入 の 部 合 計  

予　算　額 

13,953,915
774,740

653
696,875

87,410
420

191,230
26,000

15,731,243
△ 1,691,025

14,040,218

決　算　額 

13,993,996
765,912

9,049
668,154
140,829

420
198,103

27,859
15,804,322
△ 1,656,742

14,147,580

科　　目 

人 件 費  

教 育 研 究 経 費  

管 理 経 費  

借 入 金 等 利 息  

資 産 処 分 差 額  

 

予 備 費  

 

消 費 支 出 の 部 合 計  

当 年 度 消 費 収 入 超 過 額  

 

予　算　額 

7,461,508
4,280,020

997,104
10,585
90,199

13,110

12,852,526

1,187,692

決　算　額 

7,308,830
4,041,077

901,622
10,578
90,193

12,352,300

1,795,280

消費収入の部 支出の部 

（単位：千円） 　　　　平成12年度 中京大学消費収支計算書 第２表 

収
入
の
部 

支
出
の
部 

Ⅰ 

資
金
収
支
計
算
書 

平
成
12
年
度
の 

決
算
に
つ
い
て 

理
事
　
寺
川  

博 



の
は
、
情
報
関
係
機
器
、
体
育
関

係
機
器
備
品
、
Ａ
Ｖ
関
係
機
器
等

で
あ
る
。
ま
た
、
図
書
の
十
二
年

度
末
現
在
の
蔵
書
数
は
約
一
一
二

万
六
千
冊
で
あ
る
。 

　
６
、
資
金
支
出
調
整
勘
定 

　
期
末
未
払
金
は
、
十
三
年
三
月

末
現
在
の
未
払
金
で
あ
り
、
十
二

年
度
に
資
金
の
流
れ
を
伴
わ
な
い

の
で
控
除
さ
れ
る
。 

　
消
費
収
支
計
算
書
は
、
消
費
収

入
と
消
費
支
出
の
内
容
を
示
す
と

と
も
に
消
費
収
支
の
均
衡
の
有
無

を
明
ら
か
に
し
、
学
校
法
人
の
財

政
の
永
続
的
な
維
持
を
図
る
た
め

の
も
の
で
あ
る
。 

　
１
、
帰
属
収
入 

　
学
校
法
人
の
負
債
と
な
ら
な
い

収
入
を
い
い
、
返
済
義
務
の
伴
う

借
入
金
、
預
り
金
等
を
除
い
た
も

の
で
、
学
生
生
徒
等
納
付
金
・
手

数
料
・
補
助
金
・
資
産
運
用
収
入

等
を
い
う
。
対
前
年
度
比
一
・
三

％
の
増
加
で
あ
っ
た
。 

　
２
、
消
費
収
入 

　
帰
属
収
入
か
ら
基
本
金
組
入
額

を
控
除
し
た
額
で
あ
る
。 

　
３
、
消
費
支
出 

　
学
校
法
人
が
消
費
す
る
資
産
ま

た
は
用
役
の
金
額
を
い
い
、
人
件

費
・
教
育
研
究
経
費
・
管
理
経
費
・

借
入
金
利
息
等
を
い
う
。
対
前
年

度
比
三
億
七
、
九
四
二
万
円
、
三
・

二
％
の
増
加
で
あ
っ
た
。
こ
の
経

費
の
う
ち
に
は
、
長
期
使
用
資
産

で
時
の
経
過
に
伴
い
減
価
す
る
も

の
で
、
年
度
毎
の
償
却
手
続
き
を

し
支
出
す
る
減
価
償
却
額
が
含
ま

れ
て
い
る
。
十
二
年
度
で
は
教
育

研
究
経
費
に
占
め
る
割
合
は
三
二
・

八
％
で
あ
る
。 

　
消
費
収
支
計
算
書
の
各
科
目
の

構
成
比
は
第
３
表
の
と
お
り
で
あ

る
。 

　
４
、
基
本
金
組
入
額 

　
施
設
・
設
備
取
得
額
か
ら
借
入

金
で
取
得
し
た
分
と
未
払
金
を
除

い
た
額
、
過
年
度
未
組
入
の
う
ち

借
入
金
返
済
等
に
よ
る
組
入
額
、

恒
常
的
に
保
持
す
べ
き
支
払
資
金

の
額
、
建
設
引
当
特
定
資
産
等
を

加
え
た
も
の
を
基
本
金
組
入
額
と

す
る
。 

　
十
二
年
度
組
入
額
は
、
当
年
度

分
と
し
て
十
五
億
七
、
四
五
三
万

円
、
過
年
度
分
と
し
て
八
、
二
二

一
万
円
、
合
計
十
六
億
五
、
六
七

四
万
円
で
あ
っ
た
。 

　
５
、
消
費
収
入（
支
出
）超
過
額 

　
消
費
収
入
合
計
よ
り
消
費
支
出

合
計
を
差
し
引
く
と
消
費
収
入
（
支

出
）
超
過
額
と
な
る
。
十
二
年
度

は
十
七
億
九
、
五
二
八
万
円
の
消

費
収
入
超
過
で
あ
っ
た
。 

　
な
お
、
学
校
法
人
梅
村
学
園
の

平
成
十
二
年
度
決
算
に
つ
い
て
も

同
様
に
確
定
し
、
第
４
表
、
第
５

表
、
第
６
表
が
そ
れ
ぞ
れ
資
金
収

支
計
算
書
、
消
費
収
支
計
算
書
お

よ
び
学
園
全
体
の
貸
借
対
照
表
で

あ
る
。 

収入の部 支出の部 

（単位：千円） 　　　　平成12年度 梅村学園資金収支計算書 第４表 

科　　目 

学 生 生 徒 等 納 付 金  

手 数 料  

寄 付 金  

補 助 金  

資 産 運 用 収 入  

資 産 売 却 差 額  

事 業 収 入  

雑 収 入  

帰 属 収 入 合 計  

基 本 金 組 入 額 合 計  

消 費 収 入 の 部 合 計  

科　　目 

固 定 資 産  

有 形 固 定 資 産  

そ の 他 の 固 定 資 産  

流 動 資 産  

合 計  

科　　目 

固 定 負 債  

流 動 負 債  

基 本 金  

翌年度繰越消費収入超過額 

合 計  

予　算　額 

17,741,688
888,851

57,796
2,231,644

123,028
137,717
202,060
191,893

21,574,677
△ 2,389,800

19,184,877

金　額 

58,538,687

43,583,117

14,955,570

14,979,674

73,518,361

金　額 

4,970,889

6,142,520

56,786,866

5,618,086

73,518,361

決　算　額 

17,776,838
878,811

66,716
2,208,999

175,674
137,717
209,083
190,465

21,644,303
△ 2,344,847

19,299,456

科　　目 

人 件 費  

教 育 研 究 経 費  

管 理 経 費  

借 入 金 等 利 息  

資 産 処 分 差 額  

 

予 備 費  

 

消 費 支 出 の 部 合 計  

当 年 度 消 費 収 入 超 過 額  

 

予　算　額 

11,653,814
5,316,872
1,461,383

69,475
102,741

30,669

18,634,954

549,923

決　算　額 

11,485,884
5,042,706
1,318,724

69,475
102,461

18,019,250

1,280,206

消費収入の部 

資産の部 負債・基本金・消費収支差額の部 

支出の部 

（単位：千円） 　　　　平成12年度 梅村学園消費収支計算書 第５表 

（単位：千円） 　　　　梅村学園貸借対照表（平成13年3月31日） 第６表 　　　　構成比 第３表 

予　算　額 

17,741,688
888,851

52,354
2,231,644

123,028
175,941
202,060
273,162
102,654

3,166,926
1,272,804

△ 4,405,599
12,676,289
34,501,802

決　算　額 

17,776,838
878,811

53,448
2,208,999

175,674
175,941
209,083
268,227
102,629

3,548,489
1,227,358

△ 4,561,236
12,676,289
34,740,550

予　算　額 

11,653,012
3,574,778
1,259,143

69,475
638,120
452,780

1,296,862
2,579,768

829,426

37,855

△ 934,013
13,044,596
34,501,802

決　算　額 

11,468,232
3,303,846
1,118,648

69,475
638,120
446,848

1,261,547
2,579,363

805,391

△ 924,985
13,974,065
34,740,550

科　　目 

学 生 生 徒 等 納 付 金 収 入  

手 数 料 収 入  

寄 付 金 収 入  

補 助 金 収 入  

資 産 運 用 収 入  

資 産 売 却 収 入  

事 業 収 入  

雑 収 入  

借 入 金 等 収 入  

前 受 金 収 入  

そ の 他 の 収 入  

資 金 収 入 調 整 勘 定  

前 年 度 繰 越 支 払 資 金  

収 入 の 部 合 計  

科　　目 

人 件 費 支 出  

教 育 研 究 経 費 支 出  

管 理 経 費 支 出  

借 入 金 等 利 息 支 出  

借 入 金 等 返 済 支 出  

施 設 関 係 支 出  

設 備 関 係 支 出  

資 産 運 用 支 出  

そ の 他 の 支 出  

予 備 費  

資 金 支 出 調 整 勘 定  

次 年 度 繰 越 支 払 資 金  

支 出 の 部 合 計  

帰属収入 

学生生徒等納付金 
88.5％ 

人件費 
59.2％ 

教育研究・ 
管理経費 
40.0％ 

補助金 
4.2％ 

手数料ほか 
7.3％ 

借入金等 
利息ほか 
0.8％ 

消費支出 

Ⅱ 

消
費
収
支
計
算
書 



　
本
学
の
父
母
会
役
員
会
と
同
窓

会
常
任
理
事
会
は
五
月
三
十
一
日
、

名
古
屋
市
内
の
ホ
テ
ル
で
開
き
、

そ
れ
ぞ
れ
二
〇
〇
〇
年
度
決
算
と

二
〇
〇
一
年
度
予
算
を
審
議
、
承

認
し
た
。
両
会
は
終
了
後
、
合
同

で
懇
親
会
を
開
き
、
和
や
か
に
懇

談
し
た
。 

豊田キャンパス  
　開催日時　11月3日（土） 
　　　　　午前11時～午後3時 
　（受付は午前10時30分～午後１時）  
●講演会 
　と　き　午前11時～11時50分 
　ところ　4号館411教室（予定） 
　テーマ　「顔のわかるコンピュー　
　　　　　タ―ＩＴ時代の幕開け」 
　講　師　情報科学部教授 
　　　　　輿水大和氏  
●新体操部模範演技会 
　と　き　午後１時～2時 
　ところ　6号館2階フロア  
●個別相談会 
　と　き　午後１時～3時 
　ところ　9号館2階大会議室 

名古屋キャンパス  
　開催日時　11月4日（日） 
　　　　　午前11時～午後3時 
　（受付は午前10時30分～午後１時）  
●講演会 
　と　き　午前11時～11時50分 
　ところ　2号館212教室（予定） 
　テーマ　「現代生活と 
　　　　　心理学の役割」 
　講　師　心理学部教授　 
　　　　　神作　博氏  
●個別相談会 
　と　き　午後１時～3時 
　ところ　ヤマテホール 

　
校
友
会
本
部
（
父
母
会
事
務
局
）

は
、
三
、
四
年
生
の
父
母
を
対
象

に
し
た
キ
ャ

ン
パ
ス
見
学

会
を
次
の
日

程
で
開
催
す
る
。

開
催
日
に
は

中
京
大
学
祭

が
催
さ
れ
て

お
り
、
学
生

生
活
の
一
端

が
見
聞
で
き
る
。 

　
本
学
教
授

に
よ
る
講
演
会
、

学
業
、
学
生

生
活
、
就
職

問
題
な
ど
に

つ
い
て
の
個

別
相
談
会
も

予
定
さ
れ
、
関
係
職
員
が
父
母
か

ら
相
談
、
要
望
な
ど
に
応
ず
る
。 

　
本
年
度
の
地
区
別
父
母
懇
談
会

は
六
月
二
日
か
ら
七
月
二
十
八
日

ま
で
全
国
二
十
四
都

市
、
二
十
七
会
場
で

開
か
れ
た
。 

　
出
席
し
た
父
母
は

全
会
場
で
二
、
一
四

四
人
。
会
場
で
は
梅
村
清
弘
総
長
・

理
事
長
、
小
川
英
次
学
長
ら
大
学

教
職
員
が
本
学
の
現
況
、
学
生
生

活
、
就
職
状
況
な
ど
を
説
明
、
父

母
か
ら
の
質
問
、
相
談
に
応
じ
た
。

た
だ
一
部
の
会
場
で
は
相
談
コ
ー

ナ
ー
だ
け
を
設
置
、
父
母
か
ら
の

相
談
を
中
心
に
開
い
た
。 

　
一
方
、
父
母
会

に
合
わ
せ
、
支
部

同
窓
会
懇
親
会
も

松
本
、
徳
島
二
支

部
で
開
か
れ
、
合

わ
せ
て
同
窓
生
四
十
人
が
教
職
員

を
交
え
、
懇
談
し
た
。 

　
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
夫
婦
で
来
日
、

本
学
大
学
院
体
育
学
研
究
科
で
研

究
活
動
に
あ
た
っ
て
い
た
マ
ル
セ

ロ
・
オ
リ
ベ
ラ
・
カ
バ
リ
さ
ん
、

ア
ド
リ
ア
ー
ナ
・
シ
ラ
・
カ
バ
リ

さ
ん
夫
妻
が
博
士
学
位
審
査
を
パ

ス
、
九
月
二
十
九
日
、
小
川
英
次

学
長
か
ら
博
士
（
体
育
学
）
の
学

位
記
が
授
与
さ
れ
た
。 

　
カ
バ
リ
さ
ん
夫
妻
は
と
も
に
ブ

ラ
ジ
ル
の
リ
オ
・
グ
ラ
ン
デ
・
ド
・

ス
ー
ル
大
学
を
卒
業
し
て
一
九
九

一
年
来
日
。
愛
知
教

育
大
学
大
学
院
修
士

課
程
で
学
ん
だ
あ
と
、

マ
ル
セ
ロ
さ
ん
は
九

四
年
、
ア
ド
リ
ア
ー

ナ
さ
ん
は
九
七
年
、

本
学
大
学
院
体
育
学

研
究
科
博
士
課
程
に

入
学
。
二
人
で
博
士

学
位
の
取
得
を
め
ざ

し
て
い
た
。 

　
マ
ル
セ
ロ
さ
ん
は
体
育
社
会
学

分
野
で
、
わ
が
国
の
体
育
学
研
究

の
在
り
方
を
研
究
。
九
百
四
十
一

の
論
文
を
分
析
、
類
型
化
し
て
実

証
主
義
的
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
論
文
が

七
百
九
十
八
、
九
七
・
六
％
に
及

び
、
偏
重
し
た
体
育
学
研
究
が
児

童
、
生
徒
の
行
動
様
式
に
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
ま
と

め
た
。 

　
三
年
間
の
博
士
課
程
を
終
え
た

あ
と
も
研
究
生
と
し
て
残
り
、
博

士
論
文
を
ま
と
め
、
審
査
を
パ
ス

し
た
。 

　
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
さ
ん
は
、
妊
娠

と
身
体
活
動
に
つ
い
て
研
究
。
刈

谷
保
健
所
管
内
の
乳
児
検
診
結
果

を
調
査
、
運
動
が
妊
娠
に
与
え
る

影
響
は
小
さ
い
が
、
あ
る
種
の
既

往
歴
の
あ
る
人
た
ち
で
は
可
能
性

が
あ
る
と
す

る
論
文
を
ま

と
め
た
。 

　
審
査
で
は
、

母
体
の
状
態

か
ら
危
険
因

子
を
割
り
出

し
た
点
な
ど

が
評
価
さ
れ
、
パ
ス
し
た
。 

　
小
川
学
長
か
ら
祝
福
さ
れ
た
カ

バ
リ
夫
妻
は
「
中
京
大
学
で
の
研

究
成
果
を
母
国
ブ
ラ
ジ
ル
で
生
か

し
た
い
」
と
話
し
て
い
た
。 

来
日
11
年
目
に
博
士
学
位
を
取
得
し
た

カ
バ
リ
さ
ん
夫
妻 

24
都
市
で
２
、１
４
４
人
が
出
席 

父
母
懇
談
会

 

父
母
会
に
合
わ
せ 

　
２
都
市
で
同
窓
会 

夫婦そろって博士学位（体育学）取得 

11月にキャンパス見学会 

父母会 

決算、予算を承認 

同窓会 

ブラジルから来日 

マ
ル
セ
ロ
・
オ
リ
ベ
ラ
・
カ
バ
リ
さ
ん 

「
日
本
の
体
育
学
研
究
の
在
り
方
」
研
究 

ア
ド
リ
ア
ー
ナ
・
シ
ラ
・
カ
バ
リ
さ
ん 

「
妊
娠
と
身
体
活
動
に
つ
い
て
」
研
究 

75,369,182
191,280,000

604,000
729,170

1,657,512
5,760,235

47,450

275,447,549

前 期 繰 越 金  

同 窓 会 費  

地域同窓会開催会費  

同 窓 会 館 使 用 料  

受 取 利 息  

そ の 他 戻 し 入 れ  

そ の 他 収 入  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合 計  

1,542,340
61,025

152,700
5,091,130

30,000
5,619,880

29,918,369
780,000

19,966,640
2,085,093
3,187,241

911,400
243,780
886,589

2,371,177
813,564

140,000,000
61,786,621

275,447,549

同 窓 会 開 催 費  

同 窓 会 開 催 準 備 費  

ホームカミングデー開催費 

事 務 局 運 営 費  

広 告 費  

会 報 発 行 費  

通 信 費  

各 種 遠 征 費 補 助  

奨 学 費  

全 国 支 部 総 会 費  

会員・準会員記念品等 

名 簿 作 成 費  

入 学 辞 退 者 返 金  

同 窓 会 会 館 維 持 費  

各役員会・各会開催費 

雑 費  

教育事業支援準備費  

次 期 繰 越 金  

合 計  

収入 

2000年4月1日～2001年3月31日　（単位・円） 

2000年度　同窓会決算 

支出 

父 母 会 開 催 費  

父 母 会 開 催 準 備 費  

事 務 局 運 営 費  

会 報 発 行 費  

父 母 会 奨 学 金  

通 信 費  

教 育 厚 生 費  

各役員・各会開催費  

入 学 辞 退 者 返 金  

各 種 遠 征 費 補 助  

雑 費  

大学設備整備事業費  

教育事業支援準備金  

次 期 繰 越 金  

合 計  

23,958,685
572,398

4,463,838
2,801,254
4,161,680
8,480,836
5,151,170
1,305,755

345,670
110,000
300,885

0
150,000,000

65,252,759
266,904,930

前 期 繰 越 金  

父 母 会 費  

受 取 利 息  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合 計  

73,054,585
191,800,000

2,050,345

266,904,930

2000年4月1日～2001年3月31日　（単位・円） 

2000年度　父母会決算 

収入 支出 



　
本
学
が
地
域
の
人
た
ち
を
対
象

に
開
催
し
て
い
る
公
開
講
座
は
、

六
、
七
月
に
二
回
、
満
席
の
聴
講

者
を
迎
え
て
開
か
れ
た
。 

　
講
師
と
し
て
登
壇
し
た
の
は
、

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
新
聞
な
ど
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
で
活
躍
し
て
い
る
作

家
佐
木
隆
三
氏
、
元
ラ
リ
ー
ス
ト

山
村
レ
イ
コ
さ
ん
。 

　
佐
木
氏
は
、
相
次
ぐ
少
年
犯
罪

に
つ
い
て
「
そ
の
背
景
に
『
父
親

不
在
』
が
あ
る
こ
と
は
確
か
」
な

ど
と
、
長
年
の
裁
判
傍
聴
を
通
し

て
得
た
見
方
を
披
露
、
父
親
の
役

割
の
重
さ
を
強
調
し
た
。
山
村
さ

ん
は
国
際
ラ
リ
ー
な
ど
を
通
し
て

得
た
出
会
い
な
ど
に
つ
い
て
語
っ

た
。 

　
「
三
十
年
間
、
さ
ま
ざ
ま
な
裁

判
を
傍
聴
し
て
き
て
、
犯
罪
と
は

『
社
会
の
病
』
と
思
う
よ
う
に
な

っ
た
。
な
ぜ
犯
罪
が
起
き
た
の
か
。

社
会
と
の
関
連
抜
き
に
は
考
え
ら

れ
な
い
か
ら
だ
」 

　
「
昨
今
の
重
大
事
件
を
見
る
と
、

犯
行
の
内
容
や
手
口
が
簡
単
に
は

理
解
で
き
な
い
、
十
代
の
少
年
ら

に
よ
る
事
件
が
目
立
つ
。
二

〇
〇
〇
年
五
月
、
愛
知
県
豊

川
市
の
少
年
が
六
十
五
歳
の

主
婦
を
殺
害
。
二
日
後
、
佐

賀
県
の
少
年
が
高
速
バ
ス
を

乗
っ
取
っ
た
あ
げ
く
殺
傷
事

件
を
起
こ
し
た
。
六
月
に
は
、

岡
山
県
で
少
年
が
金
属
バ
ッ
ト
で

母
親
を
殺
害
。
三
人
は
と
も
に
十

七
歳
、
学
業
成
績
が
よ
く
、
お
と

な
し
く
、
中
流
家
庭
に
育
っ
た
こ

と
が
共
通
し
て
い
た
。
一
体
、
ど

ん
な
問
題
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
」 

  

「
少
年
犯
罪
と
い
え
ば
、
劣
悪

な
家
庭
環
境
、
家
出
、
放
浪
生
活

と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
犯
行
に

到
る
の
が
、
三
十
年
前
の
日
本
で

は
よ
く
あ
る
ケ
ー
ス
だ
っ
た
。
そ

う
い
っ
た
意
味
で
、
一
九
六
八
年
、

盗
ん
だ
銃
で
四
人
を
射
殺
し
、
死

刑
に
処
せ
ら
れ
た
永
山
則
夫
（
犯

行
当
時
十
九
歳
）
の
場
合
も
、
凶

悪
と
は
い
え
、
事
件
を
生
ん
だ
背

景
は
理
解
し
や
す
い
も
の
だ
っ
た

と
い
え
る
」 

　
「
一
方
、
前
述
の
バ
ス
ジ
ャ
ッ

ク
の
少
年
は
、
い
わ
ゆ
る
『
引
き

こ
も
り
少
年
』
で
、
自
分
の
部
屋

で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ホ
ラ
ー
ビ

デ
オ
に
熱
中
し
て
い
た
そ
う
だ
。

殺
人
な
ど
の
残
虐
な
画
面
を
見
続

け
る
う
ち
に
、
仮
想
世
界
と
現
実

の
区
別
が
つ
か
な
く
な
っ
た
の
か
。

豊
川
の
少
年
の
事
件
に
触
発
さ
れ

て
犯
行
に
お
よ
ん
だ
と
い
う
が
、

そ
れ
が
動
機
と
な
り
得
た
の
か
。

謎
と
し
て
残
る
部
分
は
多
い
」 

  

「
少
年
犯
罪
の
様
相
が
見
え
に

く
い
一
因
は
、
『
少
年
の
人
権
を

守
り
、
更
生
の
妨
げ
に
な
ら
な
い

よ
う
情
報
公
開
し
な
い
』
と
い
う

少
年
法
の
精
神
に
則
り
、
少
年
審

判
が
非
公
開
だ
か
ら
だ
。
犯
罪
の

奥
に
あ
る
も
の
を
世
に
知
ら
し
め
、

教
訓
と
し
て
活
か
し
て
い
く
こ
と

こ
そ
が
大
切
で
あ
る
」 

　
「
矛
盾
を
抱
え
な
が
ら
も
、
少

年
法
が
改
正
さ
れ
た
。
私
は
、
少

年
と
い
え
ど
も
、
場
合
に
よ
っ
て

は
刑
事
裁
判
に
か
け
る
こ
と
が
必

要
と
考
え
て
い
る
。
少
年
審
判
に

検
察
官
が
立
ち
会
っ
た
り
、
三
人

の
裁
判
官
の
合
議
で
審
判
を
行
う

こ
と
も
可
能
に
な
っ

た
が
、
一
人
の
裁
判

官
の
独
断
に
よ
る
判

決
を
避
け
ら
れ
る
点

で
評
価
し
た
い
」 

  

「
少
年
犯
罪
の
背
景

を
探
り
な
が
ら
、
一
つ
、

確
実
に
見
え
て
き
た

の
は
、
『
父
親
の
不
在
』
と
い
う

こ
と
だ
っ
た
。
こ
の
問
題
は
、
少

年
た
ち
に
根
深
く
影
響
し
て
い
る

よ
う
に
感
じ
る
」 

（
６
月
26
日
・
ヤ
マ
テ
ホ
ー
ル
） 

　
「
六
年
前
、
東
京
か
ら
富
士
山

嶺
の
朝
霧
高
原
に
引
っ
越
し
、
現

在
は
農
業
を
楽
し
み
な
が
ら
暮
ら

し
て
い
ま
す
。
世
界
を
旅
し
て
感

じ
る
の
は
、
農
の
豊
か
な
と
こ
ろ

に
は
人
の
笑
顔
が
あ
る
と
い
う
こ

と
。
だ
か
ら
農
業
は
大
切
な
の
に
、

い
ま
の
世
の
中
、
そ
れ
で
は
成
り

立
た
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

で
も
、
何
か
を
成
す
時
に
は

い
く
ら
で
も
方
法
が
あ
っ
て
、

そ
れ
を
探
る
の
が
楽
し
い
し
、

あ
き
ら
め
な
い
こ
と
が
大
事

だ
と
思
う
。
そ
れ
が
人
生
だ

と
思
う
し
、
ラ
リ
ー
も
同
じ

な
の
で
す
」 

　
「
パ
リ
・
ダ
カ
ー
ル
で
初
完
走

し
た
の
は
三
十
九
歳
の
時
。
百
万

人
が
あ
き
ら
め
ろ
と
言
っ
て
も
、

自
分
さ
え
あ
き
ら
め
な
け
れ
ば
ゴ

ー
ル
で
き
る
と
確
信
し
て
い
ま
し

た
。
二
十
代
の
頃
は
で
き
な
か
っ

た
こ
と
で
す
が
、
充
分
休
憩
を
と

り
な
が
ら
走
り
ま
し
た
。
緩
む
こ

と
を
知
り
、
初
め
て
進
む
こ
と
が

で
き
た
と
思
い
ま
す
」 

　
「
ラ
リ
ー
が
他
の
競
技
と
違
う

の
は
、
誰
に
も
ハ
ン
デ
が
な
い
こ

と
。
な
ぜ
な
ら
、
誰
に
で
も
ア
ク

シ
デ
ン
ト
が
起
こ
る
か
ら
。
面
白

い
こ
と
に
、
各
々
の
身
の
丈
に
合

っ
た
壁
が
立
ち
は
だ
か
る
も
の
で

す
。
私
た
ち
は
知
識
や
経
験
を
総

動
員
し
て
、
個
々
に
そ
の
壁
を
乗

り
越
え
る
だ
け
な
の
で
す
」 

　
「
ラ
リ
ー
は
、
太
陽
の
位
置
か

ら
自
分
の
い
る
場
所
を
判
断
で
き

る
よ
う
な
勘
が
な
け
れ
ば
走
れ
な

い
世
界
で
す
。
情
報
社
会
で
は
そ

う
い
う
勘
が
だ
ん
だ
ん
薄
れ
て
い

く
よ
う
で
す
。
人
が
冒
険
し
た
り
、

レ
ー
ス
に
参
加
す
る
の
は
、
勘
を

取
り
戻
し
て
い
る
気
持
ち
よ
さ
が

あ
る
か
ら
で
し
ょ
う
」 

　
「
私
は
砂
漠
の
美
し
さ
に
押
さ

れ
て
走
り
続
け
て
き
ま
し
た
。
砂

漠
で
は
、
歴
史
の
上
を
走
っ
て
い

る
と
い
う
感
慨
に
浸
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
核
実
験
や
戦
争
の
跡
、

人
が
通
っ
た
時
に
で
き
た
轍
の
残

る
道
な
ど
、
人
の
営
み
の
あ
っ
た

と
こ
ろ
す
べ
て
を
砂
が
覆
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
は
、
人
々
の
様
々
な

気
持
ち
を
浄
化
し
て
い
る
よ
う
に

も
見
え
る
の
で
す
」 

　
「
土
を
さ
わ
り
、
種
か
ら
野
菜

が
育
っ
て
い
く
様
を
目
に
し
、
大

自
然
の
調
和
の
あ
り
方
を
知
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
一
部
に
自

分
も
含
ま
れ
て
い
る
と
認
め
る
こ

と
が
で
き
た
時
、
私
は
肩
の
力
が

抜
け
ま
し
た
。
辛
く

て
苦
し
い
ラ
リ
ー
の

途
中
、
仲
間
が
掛
け

て
く
れ
る
ひ
と
声
で

身
も
心
も
温
か
く
な

る
こ
と
を
実
際
に
経

験
し
ま
し
た
。
そ
う

い
う
自
然
や
人
と
の

関
わ
り
の
な
か
で
得
た
感
動
を
一

つ
の
方
向
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も

自
分
が
喜
べ
る
こ
と
を
探
し
な
が

ら
暮
ら
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
」 

（
７
月
13
日
・
ヤ
マ
テ
ホ
ー
ル
） 

作家の佐木隆三さんらを迎えて 

直木賞作家 

佐木 隆三氏 

「少年犯罪の“闇”を探る」 

文化・芸術・教育シリーズ◯ 25

少
年
事
件
か
ら
見
え
る 

「
父
親
不
在
」
の
社
会 

エッセイスト・国際ラリースト 

山村 レイコ氏 

「地球と遊ぶ」 
～出会う人、 

自然が教えてくれたこと～ 

健康・余暇・スポーツシリーズ◯ 14

人
生
も
ラ
リ
ー
も
同
じ 

あ
き
ら
め
な
い
こ
と
！ 

満
員
の
聴
衆
に
父
親
の
役
割
の
重
さ
を
強

調
す
る
佐
木
隆
三
氏
＝
ヤ
マ
テ
ホ
ー
ル
で 



　
第
18
回
読
売
書
法
展
入
選
者
（
８

月
10
日
発
表
、
９
月
４
日
〜
９
日
・

名
古
屋
市
博
物
館
）
＝
本
学
関
係

者
、
敬
称
略
＝ 

　
三
輪
芳
弘
（
法
学
部
４
年
）
、

野
村
芙
美
（
文
学
部
心
理
学
科
４

年
）
、
松
成
裕
子
（
文
学
部
国
文

学
科
４
年
）
、
松
瀬
瑞
穂
（
社
会

学
部
４
年
）
、
小
野
陽
斗
（
商
学

部
３
年
）
、
籏
野
元
樹
（
体
育
学

部
体
育
科
学
科
３
年
）
、
上
條
綾

（
文
学
部
国
文
学
科
３
年
）
、
坪

井
恭
子
（
文
学
部
英
文
学
科
３
年
）
、

塘
口
涼
子
（
文
学
部
国
文
学
科
３

年
）
、
中
森
美
束
（
文
学
部
国
文

学
科
３
年
）
、
逸
見
俊
樹
（
法
学

部
３
年
）
、
佐
藤
文
香
（
文
学
部

国
文
学
科
２
年
）
、
若
山
有
希
（
文

学
部
国
文
学
科
２
年
） 

　
豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
恒
例
の
夏
季

ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
、
今

年
も
休
暇
前
の
七
月
十
四
日
、
体

育
会
や
大
学
祭
実
行
委
員
会
、
サ

ー
ク
ル
団
体
の
学
生
た
ち
を
中
心

に
約
八
十
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ

た
。 

　
キ
ャ
ン
パ
ス
内
や
周
辺
の
道
路

に
落
ち
て
い
る
ご
み
や
空
き
缶
な

ど
を
拾
い
、
周
り
の
学
生
た
ち
に

も
美
化
を
呼
び
か
け
よ
う
と
い
う

催
し
。
参
加
者
ら
は
、
梅
雨
明
け

直
後
の
猛
暑
と
戦
い
な
が
ら
、
テ

キ
パ
キ
と
歩
い
て
二
㌧
ト
ラ
ッ
ク

一
杯
分
の
ご
み
や
空
き
缶
な
ど
を

拾
っ
た
。 

　
学
生
と
地
域
住
民
が
一
緒
に
名

古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
周
辺
の
ご
み
や

空
き
缶
な
ど
を
拾
う
第
十
一
回
ク

リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
七
月
二

十
八
日
、
行
わ
れ
た
。 

　
文
化
会
、
体
育
会
、
大
学
祭
実

行
委
員
会
の
学
生
と
学
生
課
職
員

で
つ
く
る
環
境
保
全
委
員
会
と
八

事
本
町
町
内
会
、
八
事
商
店
街
振

興
組
合
な
ど
周
辺
住
民
が
毎
年
、

夏
休
み
前
に
行
っ
て
い
る
恒
例
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
。 

　
学
生
五
十
人
の
ほ
か
学
生
課
職

員
、
地
域
住
民
合
わ
せ
て
七
十
六

人
が
参
加
。
四
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、

キ
ャ
ン
パ
ス
内
、
外
の
ご
み
や
空

き
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
を
拾

い
集
め
た
。 

　
キ
ャ
ン
パ
ス
内
は
建
物
内
完
全

禁
煙
以
来
、
ポ
イ
捨
て
の
ご
み
が

減
っ
て
き
て
い
る
が
、
三
十
九
袋

の
ご
み
を
回
収
し
た
。 

　
文
化
会
は
、
九
月
四
日
か
ら
六

日
ま
で
京
都
府
亀
岡
市
の
ホ
テ
ル

で
二
〇
〇
一
年
度
夏
季
リ
ー
ダ
ー

ズ
キ
ャ
ン
プ
を
開
催
し
た
。 

　
文
化
会
の
各
ク
ラ
ブ
代
表
ら
百

九
十
二
人
、
役
員
十
六
人
、
体
育

会
、
大
学
祭
実
行
委
員
会
名
古
屋
、

豊
田
代
表
各
一
人
、
学
生
課
職
員

三
人
が
参
加
し
た
。 

　
初
日
は
、
参
加
者
全
員
が
四
つ

の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
会
議
。
各

部
長
は
今
後
の
ク
ラ
ブ
活
動
の
発

展
に
つ
い
て
、
他
の
参
加
者
は
新

入
生
勧
誘
状
況
と
次
年
度
の
展
望

を
そ
れ
ぞ
れ
話
し
合
っ
た
。 

　
二
日
目
は
恒
例
と
な
っ
た
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
し
、
会
場

の
熱
気
も
徐
々
に
高
ま
り
、
ク
ラ

ブ
の
枠
を
越
え
会
員
同
士
の
仲
も

深
ま
っ
た
。 

　
今
回
の
リ
ー
ダ

ー
ズ
キ
ャ
ン
プ
を

通
じ
て
参
加
者
そ

れ
ぞ
れ
が
一
回
り

成
長
し
、
今
後
の
各
ク
ラ
ブ
活
動

の
発
展
の
大
き
な
足
が
か
り
に
な

っ
て
く
れ
る
と
期
待
し
て
い
る
。 

（
幹
事
長
・
浜
崎
英
博
） 

　
文
化
会
、
芸
文
委
員
会
主
催
の

第
二
十
三
回
芸
文
系
ク
ラ
ブ
発
表

会
が
六
月
二
十
三
、
二
十
四
両
日
、

名
古
屋
キ
ャ

ン
パ
ス
２
１

１
教
室
で
行

わ
れ
た
。 

　
各
ク
ラ
ブ

と
も
新
入
生

の
加
入
で
活
気
あ
ふ
れ
た
活
動
を

展
開
。
発
表
会
で
は
芸
文
系
十
三

ク
ラ
ブ
が
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成

果
を
十
分
に
生
か
し
た
ス
テ
ー
ジ

や
作
品
展
示
を
披
露
し
た
。 

　
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
吹
奏
楽
団
、

軽
音
楽
部
、
ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
、
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
ク
ラ
ブ
、

詩
舞
道
部
、
和
楽
部
、
演
劇
部
劇

団
い
か
づ
ち
な
ど
が
力
の
こ
も
っ

た
演
奏
、
演
技
を
見
せ
、
会
場
と

一
体
に
な
っ
た
す
ば
ら
し
い
発
表

会
だ
っ
た
。 

　
ま
た
書
道
部
、
写
真
部
、
漫
画

研
究
会
な
ど
の
作
品
展
示
も
好
評
。

囲
碁
倶
楽
部
に
よ
る
対
局
所
も
囲

碁
フ
ァ
ン
で
に
ぎ
わ
い
、
喜
ば
れ

た
。 

　
各
ク
ラ
ブ
と
も
発
表
会
を
機
に

更
な
る
向
上
を
め
ざ
し
て
お
り
、

そ
の
活
動
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。 

（
芸
文
委
員
長
・
山
下
博
史
） 

演
奏
、演
技
、力
い
っ
ぱ
い 

芸
文
系
ク
ラ
ブ
発
表
会 

作
品
展
示
も
好
評 

本
学
の 

13
人
入
選 

読
売
書
法
展 

豊田キャンパスでも、いざ… 

練
習
の
成
果
を
十
分
発
揮

し
た
ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

の
演
奏 

リーダーズキャンプでバレーボール
を楽しむ会員ら 

夏季 
リーダーズキャンプ 

ク
ラ
ブ
の
枠
越
え
交
流
深
ま
る 

大学のまちをきれいに 
クリーンキャンペーン 

学生と住民で 
名
古
屋
で
 

豊
田
で
 

名古屋キャンパス周辺で 
ごみを拾う学生 

文化会 



　
体
育
会
は
五
月
十
二
日
、
豊
田

キ
ャ
ン
パ
ス
４
１
１
教
室
で
体
育

会
加
盟
の
各
ク
ラ
ブ
に
入
部
し
た

新
入
部
員
を
対
象
に
本
年
度
フ
レ

ッ
シ
ュ
マ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

た
。 

　
体
育
会
会
員
と
し
て
の
自
覚
を

も
っ
て
も
ら
う
の
が
目
的
で
、
一

年
生
部
員
三
百
人
が
参
加
し
た
。 

　
金
澤
睦
会
長
（
体
育
学
部
教

授
）
の
あ
い
さ
つ
に
つ
い
で
、
Ｏ

Ｂ
で
夏
季
冬
季
両
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

出
場
し
た
青
戸
慎
司
さ
ん
（
名
古

屋
キ
ャ
ン
パ
ス
学
生
課
）
が
「
学

生
時
代
の
ス
ポ
ー
ツ
の
体
験
は
、

社
会
に
出
て
も
役
立
つ
こ
と
が
多

い
。
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
」
と
激

励
し
た
。 

　
こ
の
あ
と
体
育
会
執
行
部
が
組

織
や
在
り
方
な
ど
を
説
明
、
体
育

会
会
員
と
し
て
の
自
覚
と
信
念
を

持
っ
て
行
動
す
る
よ
う
、
求
め
た
。

最
後
に
ラ
グ
ビ
ー
部
、
陸
上
ホ
ッ

ケ
ー
部
に
入
部
し
た
フ
レ
ッ
シ
ュ

マ
ン
が
壇
上
に
立
ち
、
そ
れ
ぞ
れ

抱
負
を
述
べ
、
セ

ミ
ナ
ー
を
終
え
た
。

出
席
部
員
の
ア
ン

ケ
ー
ト
に
は
気
合

が
入
っ
た
な
ど
の
感
想
が
書
か
れ

て
い
て
、
こ
れ
か
ら
の
活
躍
が
期

待
で
き
そ
う
だ
。 

（
体
育
会
広
報
局
・
松
尾
俊
季
） 

　
綾
真
澄
選
手
（
体
４
）
は
八
月

十
八
日
、
香
川
県
丸
亀
競
技
場
で

行
わ
れ
た
陸
上
競
技
香
川
県
選
手

権
に
出
場
、
女
子
ハ
ン
マ
ー
投
げ

で
62
㍍
43
の
日
本
新
記
録
を
出
し

た
。 

　
大
学
院
体
育
学
研
究
科
博
士
課

程
、
室
伏
広
治
選
手
は
八
月
五
日
、

カ
ナ
ダ
・
エ
ド
モ
ン
ト
ン
で
行
わ

れ
た
世
界
陸
上
選
手
権
の
男
子
ハ

ン
マ
ー
投
げ
で
82
㍍
92
を
マ
ー
ク
、

銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
。
五
輪
、

世
界
選
手
権
を
通
じ
て
、
投
て
き

種
目
で
日
本
選
手
が
メ
ダ
ル
を
獲

得
し
た
の
は
室
伏
選
手
が
初
め
て
。 

　
室
伏
選
手
は
、
い
っ
た
ん
は
ト

ッ
プ
に
立
っ
た
が
、
そ
の
後
、
シ

ド
ニ
ー
五
輪
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
ポ

ー
ラ
ン
ド
選
手
に
抜
か
れ
、
惜
し

く
も
金
メ
ダ
ル
を
の
が
し
た
。 

● 

　
室
伏
選
手
の
銀
メ
ダ
ル
獲
得
を

祝
う
会
が
、
九
月
十
七
日
、
北
川

薫
体
育
学
部
長
ら
教
職
員
、
学
生

ら
五
十
人
が
参
加
し
て
豊
田
キ
ャ

ン
パ
ス
食
堂
で
行
わ
れ
た
。 

　
「
ハ
ン
マ
ー
投
げ
を
愉
快
に
楽

し
む
会
」
と
銘
打
っ
た
だ
け
に
、

参
加
者
が
ま
ず
ハ
ン
マ
ー
な
ら
ぬ

マ
ッ
チ
や
紙
飛
行
機
を
飛
ば
し
て

飛
距
離
を
飛
ば
し
合
う
余
興
を
行

っ
た
。
ハ
ン
マ
ー
な
ら
負
け
な
い

室
伏
選
手
も
マ
ッ
チ
や
紙
飛
行
機

で
は
『
惨
敗
』
で
、
苦
笑
い
。 

　
こ
の
あ
と
、
世
界
選
手
権
の
模

様
を
写
し
た
ビ
デ
オ
を
見
て
、
感

激
を
新
た
に
し
た
。 

　
室
伏
選
手
は
「
銀
メ
ダ
ル
を
取

っ
た
こ
と
よ
り
、
精
い

っ
ぱ
い
や
っ
た
と
い
う

実
感
が
大
き
い
」
と
、

振
り
返
り
、
「
残
っ
て

い
る
の
は
あ
と
一
つ
。
そ
れ
を
め

ざ
し
て
頑
張
り
た
い
」
と
、
五
輪
、

世
界
選
手
権
で
の
金
メ
ダ
ル
獲
得

へ
の
決
意
を
力
強
く
語
っ
た
。 

 

　
第
十
七
回
中
京
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
（
サ
ッ
カ
ー
部
主
催
）

が
七
月
二
十
三
日

か
ら
二
十
六
日
ま

で
名
古
屋
市
港
サ

ッ
カ
ー
場
な
ど
で

行
わ
れ
た
。 

　
全
国
か
ら
ハ
イ

レ
ベ
ル
の
高
校
チ

ー
ム
な
ど
招
き
、

愛
知
県
内
の
大
学
、

高
校
チ
ー
ム
と
一

緒
に
プ
レ
ー
す
る

こ
と
で
、
愛
知
の

大
学
、
高
校
サ
ッ

カ
ー
の
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
を
め
ざ
す
の

が
ね
ら
い
。 

　
招
請
チ
ー
ム
は
仙
台
育
英
高
、

四
日
市
中
央
工
、
日
大
山
形
高
、

奈
良
育
英
高
、
神
戸
弘
陵
高
、
長

崎
海
星
高
、
藤
枝
東
高
な
ど
二
十

九
チ
ー
ム
で
、
地
元
か
ら
中
京
大

中
京
高
、
刈
谷
高
、
岡
崎
城
西
高
、

知
多
高
な
ど
十
三
チ

ー
ム
の
四
十
二
チ
ー

ム
が
参
加
。
七
ブ
ロ

ッ
ク
、
六
チ
ー
ム
に

よ
る
リ
ー
グ
戦
を
行

っ
た
。 

　
ほ
か
に
、
親
善
参

加
の
八
チ
ー
ム
に
よ

る
親
善
試
合
も
行
わ

れ
た
。 

　
本
学
サ
ッ
カ
ー
部

は
定
期
試
験
中
だ
っ

た
た
め
、
チ
ー
ム
と

し
て
試
合
に
は
参
加

せ
ず
、
審
判
、
記
録

な
ど
裏
方
役
を
務
め

た
。 

　
初
日
は
監
督
会
議
が
行
わ
れ
、

北
川
薫
体
育
学
部
長
が
歓
迎
の
あ

い
さ
つ
を
述
べ
た
。 

　
九
月
に
ブ
ル
ガ
リ
ア
・
ソ
ヒ
ィ

ア
で
行
わ
れ
た

世
界
ジ
ュ
ニ
ア

パ
ワ
ー
リ
フ
テ

ィ
ン
グ
選
手
権

大
会
で
、
体
育

学
部
健
康
科
学

科
二
年
三
輪
景

吾
さ
ん
（
写
真
）

が
、
８
２
・
５

㌔
の
部
で
総
合
十
位
、
ベ
ン
チ
プ

レ
ス
の
部
三
位
に
輝
い
た
。 

　
三
輪
さ
ん
は
、
附
属
中
京
高
校

の
出
身
。
高
校
時
代
は
硬
式
野
球

部
に
所
属
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
た

め
に
通
っ
て
い
た
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム

で
た
ま
た
ま
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン

グ
の
こ
と
を
知
っ
て
興
味
を
持
ち
、

三
年
生
の
冬
か
ら
本
格
的
に
練
習

を
始
め
た
。 

　
三
輪
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら
も
パ

ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
を
続
け
、
世

界
選
手
権
を
め
ざ
し
た
い
」
と
話

し
て
い
る
。 

　
ユ
ニ
バ
シ
ア
ー
ド
北
京
大
会
が

八
月
二
十
二
日
か
ら
九
月
一
日
ま

で
中
国
・
北
京
で
開
か
れ
、
坂
口

結
子
選
手
（
大
学
院
体
育
学
研
究

科
、
写
真
）
は
、
二
百
㍍
平
泳
ぎ

で
２
分
29
秒
64
の
記
録
で
優
勝
、

二
連
覇
を
飾
っ
た
。 

　
坂
口
選
手
は
ほ
か
に
四
百
㍍
メ

ド
レ
ー
に
加
わ
り
一
位
、
百
㍍
平

泳
ぎ
で
三
位
だ
っ
た
。 

　
林
享
選
手
（
同
）
は
、
五
十
㍍

平
泳
ぎ
で
八
位
、

竹
内
晴
紀
選
手
（
経

済
２
）
は
百
㍍
背

泳
ぎ
で
六
位
だ
っ

た
。 

体育会の組織など説明する中井健太幹事長 

祝う会で、新たな決意を語った室伏広治選手と 
北川薫体育学部長（右） 

Ｏ
Ｂ
ら
、新
入
部
員
に
気
合
い 

世
界
陸
上
で「
銀
」 
投
て
き
で
日
本
初
メ
ダ
ル 

体育会 

フレッシュマンセミナー 

全国から強豪招き 
中京サッカーフェスティバル 

祝
う
会
で
抱
負 

次
は
「
金
」
を 

室
伏
広
治
さ
ん（  

　  

） 

体
育
学 

研
究
科 

ユニバ 　　で二連覇！ 水泳 

坂口結子さん（ 　  ） 
200㍍平泳ぎで優勝 

体育学 
研究科  

女
子
ハ
ン
マ
ー
投
げ
で
日
本
新 

綾  
真
澄
さ
ん 

（
体
４
） 

42チームでリーグ戦 

世
界
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
で
総
合
10
位 

パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ 

三
輪
景
吾
さ
ん（
体
２
） 



　
本
学
は
六
月
二
十
七
日
、
米
国
・
ク
レ
ム
ソ
ン

大
学
（
サ
ウ
ス
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ナ
州
）
と
「
学
術
の

協
力
と
交
流
に
関
す
る
協
定
」
を
結
ん
だ
。
本
学

の
学
術
交
流
協
定
締
結
校
は
こ
れ
で
十
二
校
、
米

国
の
大
学
で
は
四
校
目
。 

　
本
学
は
二
〇
〇
二
年
度
外
国
人

客
員
教
員
と
し
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
の
地
域
言
語
セ
ン
タ
ー
（
Ｒ
Ｅ

Ｌ
Ｃ
）
研
究
員
、
パ
ロ
オ
・
ニ
ハ

ラ
ニ
博
士
を
招
聘
す
る
。 

　
パ
ロ
オ
博
士
は
音
声
学
の
専
門

家
で
、
英
語
を
外
国
語
と
し
て
学

習
す
る
人
が
イ
ギ
リ
ス
標
準
英
語

の
発
音
に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て

い
く
の
か
、
提
唱
。
世
界
各
国
で

指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
。 

　
本
学
で
は
、
二
〇
〇
二
年
四
月

か
ら
一
年
間
、
国
際
英
語
学
部
や

大
学
院
文
学
研
究
科
で
国
際
英
語

学
演
習
な
ど
の
講
義
に
あ
た
る
。 

　
ク
レ
ム
ソ
ン
大
学
は
サ
ウ
ス
キ

ャ
ロ
ラ
イ
ナ
州
ク
レ
ム
ソ
ン
市
に

一
八
八
九
年
に
設
立
さ
れ
た
伝
統

あ
る
公
立
大
学
。 

　
経
営
学
、
健
康
教
育
学
、
農
学
、

建
築
学
な
ど
五
つ
の
カ
レ
ッ
ジ
と

七
十
五
の
メ
ジ
ャ
ー
を
も
ち
、
学

生
数
は
一
万
三
千
人
余
、
大
学
院

生
四
千
人
。
各
分
野
に
お
け
る
高

い
研
究
と
教
育
の
ほ
か
、
ス
ポ
ー

ツ
で
も
ア
メ
リ
カ
ン
・
フ
ッ
ト
ボ

ー
ル
部
が
全
米
優
勝
す
る
な
ど
で

知
ら
れ
て
い
る
。
米
国
の
タ
イ
ム

誌
が
選
定
す
る
二
〇
〇
〇
年
度
の

ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
大
学
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
・
カ
レ
ッ
ジ
・
オ
ブ
・
ジ
・
イ

ヤ
ー
に
選
ば
れ
て
い
る
。 

　
わ
が
国
の
大
学
と
は
東
京
大
学

な
ど
と
学
術
交
流
協
定
を
結
ん
で

い
る
。 

　
協
定
の
調
印
式
は
、
名
古
屋
キ

ャ
ン
パ
ス
会
議
室
で
行
わ
れ
、
ク

レ
ム
ソ
ン
大
学
か
ら
ジ
ェ
ー
ム
ス
・

Ｆ
・
バ
ー
カ
ー
学
長
ら
八
人
が
出

席
。
小
川
英
次
学
長
と
バ
ー
カ
ー

学
長
が
協
定
書
に
署
名
、
交
換
し

た
。 

　
両
学
長
は
署
名
に
先
立
ち
そ
れ

ぞ
れ
挨
拶
、
「
協
定
の
締
結
で
一

層
、
両
大
学
の
交
流
が
広
が
る
」

と
、
交
流
促
進
に
期
待
を
表
明
し

た
。 

　
協
定
で
は
、
①
共
同
研
究
や
教

職
員
・
研
究
者
の
交
流
②
学
生
の

交
流
、
交
換
③
研
究
・
教
育
上
の

情
報
・
資
料
の
交
換
④
そ
の
他
の

交
流
事
業
の
展
開
―
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
。 

　
ク
レ
ム
ソ
ン
大
学
は
、
本
学
が

加
盟
し
て
い
る
国
際
的
な
留
学
促

進
機
関
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｐ
の
米
国
加
盟
校
。

本
学
と
の
個
別
の
協
定
締
結
ま
で

進
ん
だ
の
は
、
一
九
九
六
年
、
本

学
国
際
セ
ン
タ
ー
の
中
垣
昇
所
長

(

当
時)

が
訪
問
し
た
の
が
き
っ
か
け
。

本
学
と
の
交
流
を
強
く
望
み
、
昨

年
五
月
に
は
日
米
交
流
担
当
学
長

補
佐
が
本
学
を
訪
問
し
て
締
結
に

向
け
、
具
体
的
な
話
を
進
め
て
き

た
。 

　
昨
年
度
、
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｐ
を
通
し
て

交
換
留
学
生
一
人
を
本
学
に
派
遣

し
て
お
り
、
留
学
生
の
交
換
を
軸

に
両
大
学
の
交
流
が
進
む
と
み
ら

れ
る
。 

2000年度の「カレ

ッジ・オブ・ジ・イヤ

ー」にクレムソン大

学を選んだタイム誌。

「あなたにとって最

もよい大学」として、

記事では「身を切

るような勢いで」

の見出しとともに

紹介している。 

　
米
国
で
起
こ
っ
た
同
時
多
発
テ

ロ
事
件
が
各
方
面
に
多
大
な
影
響

を
与
え
て
い
る
が
、
本
学
で
教
え
、

学
ぶ
米
国
出
身
の
教
員
、
留
学
生

が
九
月
二
十
八
日
、
名
古
屋
キ
ャ

ン
パ
ス
の
国
際
セ
ン
タ
ー
に
集
ま

り
、
テ
ロ
を
越
え
、
一
層
の
交
流

強
化
に
向
け
て
話
し
合
っ
た
。
　 

  

集
ま
っ
た
の
は
、
Ｒ
・
ノ
テ
ス

タ
イ
ン
国
際
セ
ン
タ
ー
所
長
、
Ｊ
・

Ｆ
・
ダ
ン
ジ
ェ
ロ
文
学
部
助
教
授
、

リ
チ
ャ
ー
ド
・
モ
リ
ソ
ン
文
学
部

助
教
授
ら
教
員
、
留
学
生
九
人
。 

  

初
め
に
全
員
で
犠
牲
者
に
一
分

間
の
黙
祷
を
さ
さ
げ
た
あ
と
、
ノ

テ
ス
タ
イ
ン
所
長
が
「
悲
し
い
出

来
事
が
起
こ
っ
た
。
テ
ロ
を
憎
み
、

そ
の
根
絶
に
力
を
尽
く
さ
ね
ば
な

ら
な
い
。
同
時
に
テ
ロ
に
屈
せ
ず
、

一
層
の
交
流
に
努
め
て
い
く
こ
と

が
必
要
」
と
あ
い
さ
つ
。 

　
特
別
に
参
加
し
た
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
か
ら
の
留
学
生
、
リ
ン
ダ
・

ジ
ョ
イ
ス
さ
ん
も
聖
書
の
言
葉
を

さ
さ
げ
た
。
こ
の
あ
と
、
そ
れ
ぞ

れ
に
事
件
に
対
す
る
思
い
を
語
り
、 

更
な
る
日
米
、
世
界
の
交
流
拡
大

に
向
け
、
努
力

し
て
い
く
こ
と

を
誓
っ
た
。 

　
本
学
の
米
国

出
身
の
教
員
は

七
人
、
留
学
生
は
五
人
。
関
係
者

で
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
た
人
は
な

か
っ
た
。 

国際社会へ人材育てる 

米
国
出
身
の
教
員
、
学
生 

　
テ
ロ
事
件
の
犠
牲
者
追
悼 

留
学
生
交
換
を
軸
に
交
流 
米
国
ク
レ
ム
ソ
ン
大
学
と 

 
学
術
交
流
協
定  

締
結
は
12 
校
に 

悲
し
み
乗
り
越
え 

　
　
一
層
の
交
流
誓
う 

テロを乗り越え交流を、と挨拶するノテスタイン所長
（右端）＝国際センターで 

学術交流協定の協定書に署名する
小川学長（右）とクレムソン大学 
バーカー学長（左から2人目）＝名古
屋キャンパスで 

外国人客員教員に 

シンガポールから音声学専門家 

パロオ・ニハラニ博士を招聘 

クレムソン大学 


